
璽目
平成27年度春期

基本情報技術者試験
午後問題

13:00~ 15:30 (2時間 30分）

注意事項

1. 試験開始及び終了は，監督員の時計が基準です。監督員の指示に従ってください。

2. 試験開始の合図があるまで，問題冊子を開いて中を見てはいけません。

3. 答案用紙への受験番号などの記入は，試験開始の合図があってから始めてください。

4. 問題は，次の表に従って解答してください。

問 1

必須

問2～問 7

4問選択

問8

必須

問9～ 問 13

1問選択

5. 答案用紙の記入に当たっては，次の指示に従ってください。

(1)答案用紙は光学式読取り装置で読み取った上で採点しますので， B又は HBの黒

鉛筆で答案用紙のマークの記入方法のとおりマークしてください。マークの濃度が

うすいなど， マークの記入方法のとおり正しくマークされていない場合は読み取れ

ません。特にシャープペンシルを使用する際には，マークの濃度に十分注意してく

ださい。訂正の場合は，あとが残らないように消しゴムできれいに消し，消しくず

を残さないでください。

(2) 受験番号欄に受験番号を，生年月日欄に受験票の生年月日 を記入及びマークし

てください。答案用紙のマークの記入方法のとおり記入及びマークされていない

場合は，採点されないことがあります。生年月日欄については，受験票の生年月

日を訂正した場合でも，訂正前の生年月日を記入及びマークしてください。

(3) 選択した問題については，次の例に従って，選択欄の問題番号の⑱じをマーク

してください。答案用紙の 〔問3,問4,問6,問7,問9を選択した場合の例〕
マークの記入方法のとおり

マークされていない場合は，

採点されません。問2～問 7

について 5問以上マークし

た場合は，はじめの 4問を採点します。問 9～問 13について 2問以上マークした

場合は，はじめの 1問を採点します。

(4)解答は，次の例題にならって，解答欄にマークしてください。答案用紙のマー

クの記入方法のとおりマークされていない場合は，採点されません。

〔例題〕 次の I Iに入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

春の情報処理技術者試験は,| a |月に実施される。

解答群 ア 2 イ 3 ウ 4 エ 5

正しい答えは“ウ 4"ですから，次のようにマークしてください。

例題 い 1 ⑦⑦ •~ ②®⑤®②⑦⑤ |
＇ 

＇ 
＇ 
＇ 
＇ 
＇ 

裏表紙の注意事項も，

必ず読んでください。
- 1 -



正 旦^＿＿―-ロ 表

平成 27年 4月 19日実施

基本情報技術者試験午後問題

ページ
問題

行 誤 正 訂正の内容
番号

…，解答群の中から選べ。 …，解答群の中から選べ。ここで，関数

63 13 
上から “表引き’'は，行の位置として 0が指定

下線部分を追加する。
8行目

された場合には， nullを返すものとす

ゑ



〔問題一覧〕

●問 1（必須問題）

I I 

問題

番号
出題分野

問11情報セキュリティ

●問2～問 7(6問中 4問選択）

問題
出題分野

番号

問2 ソフトウェア

問3 データベース

問4 ネットワーク

問5 ソフトウェア設計

問6 プロジェクトマネジメント

問7 システム戦略

●問 8（必須問題）

問題

番号
出題分野

問81データ構造及びアルゴリズム

●問9～問 13(5問中 1問選択）

問題
出題分野

番号

問9 ソフトウェア開発（C)

問10 ソフトウェア開発（COBOL)

問11 ソフトウェア開発(Java)

問12 ソフトウェア開発（アセンプラ）

問13 ソフトウェア開発（表計算）

テーマ

インターネットを利用した受注管理システムのセキュ

リティ

テーマ

言語処理系

自治会員の情報を管理する関係データベースの設計及

び運用

ホスト名の衝突

営業支援システム

プロジェクトにおけるコミュニケーションの計画

システム開発の投資評価

テーマ

クイックソートを応用した選択アルゴリズム

テーマ

換字式暗号

従業員の勤務管理

セキュアプログラミング

階乗の計算

学習進捗管理
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共通に使用される擬似言語の記述形式

擬似言語を使用した問題では，各問題文中に注記がない限り，次の記述形式が適用さ

れているものとする。

〔宣言注釈及び処理〕

記述形式 説明

゜
手続，変数などの名前，型などを宣言する。

／＊ 文 ＊／ 文に注釈を記述する。

・変数←式 変数に式の値を代入する。

・手続（引数， …） 手続を呼び出し， 引数を受け渡す。

： 条件式 単岐選択処理を示す。

処理 条件式が真のときは処理を実行する。

言
理式1 

双岐選択処理を示す。

条件式が真のときは処理 1を実行し，偽のと

きは処理 2を実行する。

処
理 2

I 
条件式 前判定繰返し処理を示す。

理 処理 条件式が真の間， 処理を繰り返し実行する。

後判定繰返し処理を示す。

I 処理 処理を実行し， 条件式が真の間， 処理を繰り

条件式 返し実行する。

I 
変数：初期値，条件式，増分 繰返し処理を示す。

処理 開始時点で変数に初期値 （式で与えられる）

が格納され， 条件式が真の間， 処理を繰り返

す。また，繰り返すごとに 変数に増分 （式

で与えられる）を加える。

＇ 
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〔演算子と優先順位〕

演算の種類 演算子 優先順位

単項演算 +, -, not 晶． 

ヽ

乗除演算 X, +, % 

加減演算 +, -

関係演算 >, <,こ,二， ＝，キ

論理積 and 

｀ 論理和 or 低

注記 整数同士の除算では，整数の商を結果として返す。％演算子は，剰余算を表す。

［論理型の定数〕

true, false 
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次の問 1は必須問題です。必ず解答してください。

問 1 インターネットを利用した受注管理システムのセキュリティに関する次の記述を読

んで，設問1~4に答えよ。

製造業の K社では，インターネットを利用した受注管理システムを開発している。

受注管理システムは，取引先も利用するので，セキュリティ上の欠陥があった場合，

自社だけでなく取引先にも損害を与える可能性がある。そこで， K社は，セキュリテ
ぜい

ィ診断サービスを行っている Z社に，受注管理システムの脆弱性診断を依頼した。

〔受注管理システム〕

受注管理システムのアプリケーション（以下，受注管理アプリケーションという）

は， Webサーバ上で稼働する。受注や出荷などの情報は，データベース（以下， DB

という）サーバ上で稼働する受注情報 DBに格納され，受注管理アプリケーションか

ら，参照更新される。取引先 PCにダウンロードできるファイルや，取引先 PCか

らアップロードされたファイルは， Webサーバに接続されているディスクに格納さ

れる。受注管理システムの構成を図 1に示す。

取引先の社内のネットワーク（一部）

FW:ファイアウォール
RPS:リバースプロキシサーバ

k社内のネットワーク（一部）

図1 受注管理システムの構成
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RPSには，ディジタル証明書を設定しておく。受注管理システムを利用する取引

先の担当者は取引先 PCのブラウザから RPSを経由して受注管理アプリケーショ

ンにアクセスし，ログイン画面で利用者 IDとパスワードを入力してログインする。

その際取引先PCのブラウザからの通信には， HTTPover SSL/TLS（以下， HTTPS

という）を使用する。 RPSではディジタル証明書を使って， HTTPSから HTTPにプ

ロトコルを変換する。

〔Z社の脆弱性診断の結果〕

受注管理アプリケーションには，想定していない操作を DBサーパに実行させて，

DBに不正アクセスするような| a |tこついては，対策がされている。しかし，

Z社の脆弱性診断の結果，受注管理アプリケーションに対策が必要なセキュリティ上

の脆弱性が複数指摘された。表 1にZ社からの指摘事項（抜粋）を示す。

表 1 Z社からの指摘事項（抜粋）

指摘事項 原因

取引先の担当者が別の取引先の発注情報や出荷

情報にアクセス可能である。

取引先の担当者が Webサーバ上の任意のファイ ①受注管理アプリケーションでのファイルのダ

ルをダウンロード可能である。 ウンロード処理に問題がある。

攻撃者によって Webページ内にスクリプトが埋

め込まれてしまう I b lの脆弱性がある " I 

ので，取引先の担当者が他の Webサイ トに誘導

されて，利用者 IDとパスワードを蒋取される可 ’̀ 

能性がある。

②取引先の担当者がログイン時にパスワードを

連続して間違えても利用者 IDがロックされな

一し） ゚

注記網掛けの部分は表示していない。

k社は，表 1中の下線①及び②に対策を行った。さらに， Z社からのその他の指

摘事項にも対策を行って， K社は， 受注管理システムの運用を開始することにした。
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設問 1 図 1中の通信経路を表 2に示す 1~5とした場合，取引先PCから Webサーバ

にアクセスするときに， HTIPSが通信に使われる通信経路だけを全て示す正し

い答えを，解答群の中から選べ。

表2 各機器の間の通信経路

経路番号 通信経路

1 取引先PCとFW3との間

2 FW3とFWlとの間

3 FWlとRPSとの間

4 FWlとFW2との間

5 FW2とWebサーバとの間

解答群

ア 1 イ 1, 2, 3 ウ 1, 2, 3, 4 

エ 1,2, 3, 4, 5 オ 2,3, 4 力 2, 3, 4, 5 

キ 3,4 

設問 2 本文中のI Iに入れる適切な答えを，解答群の中から選べ。

a, bに関する解答群

ア DoS攻撃 イ SQLインジェクション

ウ クロスサイトスクリプティング 工辞書攻撃

オ ディレクトリトラバーサル 力 トラッシング

キ ブルー トフォース攻撃 ク ポートスキャン
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設問 3 表 1中の下線①の対策として適切な答えを，解答群から選べ。

解答群

ア ダウンロードしたいファイルを絶対パスで指定させ，該当ファイルが存在する場

合には，ダウンロードの処理を行う。

イ ダウンロードしたいファイルを相対パスで指定させ，該当ファイルが存在する場

合には，ダウンロードの処理を行う。

ウ ダウンロードしたいファイルのファイル名だけを指定させ，取引先ごとに決めら

れたフォルダ内に該当ファイルが存在する場合には，ダウンロードの処理を行う。

工 取引先 PCのプラウザに， Webサーバ上の全てのフォルダ構成及びファイルを表

示し，ダウンロードしたいファイルを指定させ，ダウンロードの処理を行う。

設問 4 表 1中の下線②の脆弱性から考えられるセキュリティ事故として適切な答え

を，解答群の中から選べ。

解答群

ア 取引先の担当者が誕生日をパスワードにしていると，誕生日を知っている者がロ

グインできてしまう。

イ パスワードの候補を自動で次々と入力するプログラムを利用することで，ログイ

ンできてしまう。

ウ パスワードを記載したメモを取引先の担当者が落とし，それを拾った者がログイ

ンできてしまう。

ェ ログイン操作を背後から盗み見て，パスワードを入手し，ログインできてしまう。
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次の問2から問7までの 6問については，この中から 4問を選択し，選択した問題につ

いては，答案用紙の選択欄の⑱しをマークして解答してください。

なお， 5問以上マークした場合には，はじめの 4問について採点します。

問2 言語処理系に関する次の記述を読んで，設問 1~3に答えよ。

言語処理系とは，プログラム言語（以下，言語という）の文法に従って記述された

原始プログラムを読み取り，目的とする計算機で実行するための変換をするか，又は

逐次解釈しながら実行するためのゾフトウェアである。

設問 1 言語処理系の種類には，インタプリタやコンパイラなどがある。インタブリタ

による実行では，原始プログラムを入力して，逐次解釈しながら実行する（以下，

インタプリタ方式という）。コンパイラによる実行では，原始プログラムを入力

して，目的とする計算機で実行できるプログラム（以下，実行形式プログラムと

いう）に変換し，その実行形式プログラムを実行する（以下，コンパイラ方式と

いう）。インタプリタ方式とコンパイラ方式を比較したときコンパイラ方式の

利点として最も適切な答えを，解答群の中から選べ。

解答群

ア 原始プログラムを対話的に確認しながら実行できる。

イ 原始プログラムを変更して，直ちに実行できる。

ウ 実行途中に異常が発生した場合，原始プログラムのどこでどのような原因によっ

て異常が発生したのかを確認しやすい。

工 目的とする計算機に対応して，実行時間を短縮するための最適化が図れる。
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設問 2 次の記述中のI Iに入れる最も適切な答えを，解答群の中から選べ。

原始プログラムを，ソフトウェアによって仮想的に構築した計算機（以下，仮

想計算機という）で実行できるコード（以下，中間コードという）に変換し，仮

想計算機上で中間コードをインタプリタ方式で実行する方法がある。言語 Xで

記述された原始プログラムを中間コードに変換し，仮想計算機 Vのインタプリ

タで実行する例を，図 1に示す。ここで，異なる OSやハードウェア上で動作す

る仮想計算機 Vを用意することによって,| a I中間コードの形でプログ

ラムを配布することが可能となる。

言語Xによる
原始プログラム

二 ［口字
中：芦ぶ｀□□、，，` I 

ヽ

＼已□平
I 

仮想計算機v

仮想計算機v
、、

インタプリタ

ハードウェアB

図 1 仮想計算機によるインタプリタ方式の実行例

〔図 1の説明〕

(1) 言語 Xで記述された原始プログラムを，仮想計算機 Vで実行できる中間コ

ー ドに変換する（図 1①)。

(2) 中間コードに変換されたプログラムを仮想計算機 Vに入力し， V のインタ

プリタで逐次解釈しながら実行する（図 1②)。
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aに関する解答群

ア 特定の OSやハードウェアに依存しない

イ 特定の OSやハードウェアに依存する

ウ 特定のハードウェアの性能を引き出す

工 特定のハードウェアのメモリ使用鼠を低減する

設問 3 次の記述中のI Iに入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

仮想計算機 Vにおけるインタプリタ方式による実行時に，繰り返し実行され

る処理などの情報（以下，プロファイル情報という）を収集しておき，その内容

を解析して，特定の処理の中間コードをプログラムの実行途中で実行形式プログ

ラムに変換し，以後の実行に実行形式プログラムを利用する方法として，図 2の

ような動的コンパイル方式がある。実行形式プログラムを実行途中から利用する

ことによって，以後のプログラムの実行性能の向上が期待できるので，Javaなど

の言語処理系で採用されている方式である。

中間コード
仮想計算機v

① プロファイル情報

主プログラム

関数F 動的コンバイラ
関数Fの実行形式

プログラム

図2 動的コンバイル方式を適用した処理の流れ

I
t
 

〔図2の説明〕

(1) 主プログラムと主プログラムから呼び出される関数 Fが中間コードに変換

されたプログラムがある。

(2) 仮想計算機 Vのインタプリタは，中間コードを逐次解釈しながら実行する

（図 2①)。このとき，関数 Fが呼び出される回数をプロファイル情報として

収集する（図2②)。

(3) 仮想計算機 Vは，関数 Fが呼び出される都度，プロファイル情報を解析し，

関数Fを実行形式プログラムに変換するかどうかを判定する。
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(4) (3)で変換すると判定した場合，仮想計算機 Vは，動的コンパイラを起動し

て関数Fを実行形式プログラムに変換する（図2③)。

(5) (4)で関数 Fを変換した後は，関数 Fが呼び出されたときには実行形式プロ

グラムが実行される（図2④)。

動的コンパイル方式を適用する場合には，実行時間に加えて動的コンパイラの

起動時間やコンパイル時間を考慮する必要がある。図 2に示す関数 Fを，イン

タプリタ方式で実行した場合と，動的コンパイル方式で実行した場合の実行時間

について考える。ここで，各方式の実行条件は，次の条件に示すとおりである。

主プログラムから関数 Fの呼出し回数が 400回のとき，インタプリタ方式の場

合の実行時間は| b |秒であり，動的コンパイル方式を適用した場合の実

行時間は| c |秒である。

〔条件〕

•主プログラムの実行時間は考えない。

・プロファイル情報を収集する時間と，仮想計算機 Vから実行形式プログラム

を呼び出すのに必要な処理時間は考えない。

•関数 F の中間コードは 400 命令から成り，関数 F が 1 回呼び出されたときに

実行する中間コードの命令数は， 2,000命令である。

・動的コンパイル方式を適用した場合，関数 Fが 101回目に呼び出されるとき

に動的コンパイラが起動され，関数 Fの中間コードを実行形式プログラムに

変換する。

・動的コンパイラの起動時間とコンパイル時間は，実行時間に含める。

・動的コンパイラの起動時間は 0.1秒とし，コンパイル時間は，中間コード

1,000命令当たりで0.1秒とする。

・インタプリタによる中間コード 1命令の実行時間は500ナノ秒とし，中間コー

ド1命令に対応する実行形式プログラムの実行時間は 10ナノ秒とする。

b, Cに関する解答群

ア 0.106

工 0.246

イ 0.146

オ 0.4
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問3 自治会員の情報を管理する関係データベースの設計及び運用に関する次の記述を読

んで，設問 1~4に答えよ。

x地区の自治会では，世帯数の増加と，個人情報管理の厳格化を背景に，手書きの

帳票で管理していた自治会員の情報を電子化することにした。この自治会には， 236

世帯， 667人が登録されていて，各世帯は 1~8班のいずれかに所属している。

従来は図 1に示すとおり，世帯ごとに，世帯主氏名，住所，電話番号，登録日，所

属する班，同居者氏名，続柄，性別，生年月日などの情報を管理していた。

世帯主 氏名 住所 電話番号 登録日 班

情報太郎 桜ヶ丘304-8 999-999-9999 2005年4月7日 2 

世帯情報 氏名 続柄 性別 生年月日 備考

情報太郎 本人 男 1969年1月23日

情報花子 配偶者 女 1972年8月24日

情報一郎 子 男 2004年6月13日

情報二郎 子 男 2007年1月 5日

図 1 世帯情報を管理していた帳票と記入例

図 1の帳票を基に，図 2に示す表構成をもつ関係データベースを作成した。下線付

きの項目は，主キーを表す。
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世帯表

1世帯番号 1世帯主番号 住所 電話番号 I 登録日 I班

0181 0412 桜ヶ丘304-8 999-999-9999 I 2ooso407 I 02 

会員表

会員番号 世帯番号 氏名 続柄 性別 生年月日 備考

0412 0181 情報太郎 01 01 19690123 

0413 0181 情報花子 02 02 19720824 

続柄表

疇 名称

01 本人

02 配偶者

図2 表構成とデータ格納例

〔表の説明〕

(1) 世帯表の世帯番号には，各世帯に一意に割り当てた番号が格納されている。

(2) 世帯表の世帯主番号には，世帯主の会員番号が格納されている。

(3) 会員表の会員番号には，各会員に一意に割り当てた番号が格納されている。

(4) 会員表の世帯番号には，会員が属する世帯の世帯番号が格納されている。

設問 1 図 2の表構成を完成するまでの設計について，次の記述中のI |tこ入

れる適切な答えを，解答群の中から選べ。

図 1の帳票は非正規形なので，まず,| a 1世帯情報を取り出して会員

表を作成した。次に,| b |続柄表と性別表を作成した。続柄表と性別表

のレコー ド件数は少ないが，例えば，帳票の記載で“男”と“男性”のように同

じ意味を表すデータに対する定義の一意性を保証できる効果がある。
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解答群

ア 障害回復のために イ 第1正規化に基づいて ウ第2正規化に基づいて

工第3正規化に甚づいて オ排他制御のために

設問 2 地区の福祉委員会から，1940年よりも前に生まれた会員が含まれる世帯の世

帯番号について，情報提供を求められた。該当する世帯番号を抽出する正しい

SQL文を解答群の中から選べ。

なお，同じ世帯番号は一つだけ抽出する。

解答群

ア SELECT DISTINCT世帯番号 FROM会員表 WHERE会員表．生年月日 ＞＝19400101

イ SELECT世帯番号 FROM会員表 WHERE会員表．生年月日 ＞＝19391231

ウ SELECT世帯番号 FROM会員表 WHERE会員表．生年月日 く19400101

GROUP BY世帯番号

工 SELECT世帯番号 FROM会員表 WHERE会員表．生年月日 ＜＝19391231

GROUP BY世帯番号，会員番号

設問 3 班ごとの会員数に偏りがあるとの意見が挙がったので，班の再編を検討するこ

とになった。現在の状況を確認するために，班ごとの世帯数と会員数を集計する。

次の SQL文のI Iに入れる正しい答えを解答群の中から選べ。

SELECT世帯表．班， L- C 

解答群

FROM世帯表，会員表

WHERE世帯表．世帯番号＝会員表．世帯番号

GROUP BY 世帯表．班

ア COUNT(*), COUNT（会員表．会員番号）

イ COUNT(*), MAX（会員表．会員番号）

ウ COUNT(DISTINCT世帯表．世帯番号）， COUNT(*)

工 COUNT（世帯表．世帯番号），MAX(会員表．会員番号）
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設問4 地区の子供会役員から，子供会に所属する子供の情報を照会できるようにして

ほしいとの要望が挙がったので，図 3に示すピューを作成することにした。子供

会には，生年月日が 20030402~20090401の会員が所属する。次の SQL文の

解答群

| |iこ入れる正しい答えを解答群の中から選べ。

子供会表

会員番号 世帯番号 電話番号 氏名 生年月日

0414 0181 999-999-9999 情報一郎 20040613 

0415 0181 999-999-9999 情報二郎 20070105 

図3 子供会表（ビュー）の構成とデータの表示例

CREATE VIEW子供会表 AS

SELECT会員表．会員番号，会員表．世帯番号，

世帯表．電話番号，会員表．氏名，会員表．生年月日

FROM世帯表，会員表

WHERE l d 

ア 会員表．会員番号＝ ANY(SELECT会員表．会員番号 FROM会員表

WHERE会員表．生年月日 IN(20030402,20090401)) 

イ 会員表．会員番号＝世帯表．世帯主番号 AND

会員表．生年月日 BETWEEN20030402 AND 20090401 

ウ 会員表．世帯番号 ＝ANY(SELECT会員表．世帯番号 FROM会員表

WHERE会員表．生年月日 IN(20030402,20090401)) 

工 会員表．世帯番号＝世帯表．世帯番号 AND

会員表．生年月日 BETWEEN20030402 AND 20090401 
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問4 ホスト名の衝突に関する次の記述を読んで，設問1,2に答えよ。

DNS (Domain Name System)は，ルートサーバを頂点とする多数の DNSサーバか

ら成る階層的な分散型データベースシステムであり，ホスト名と 1Pアドレスの変換

に使用される。

A社は，一般に通用している自社ドメイン “example.co.jp"の他に，正式な TLD

（最上位のドメイン）として運用されていない “corp"を，自社のネットワークだけ

で通用する独自の TLDとして使っている。自社ネットワークに設置している DNSサ

ーバで，これら二つのドメインのホスト名と IPアドレスの対応を管理している。

A社の DNSサーパで管理しているホスト名を表 1に示す。

表 1 A社の DNSサーバで管理しているホスト名

mail.example.co.jp 

www.example.co.jp 

w四．bunkyo.example.co.jp

w四．minato.example.co.jp

mail.corp 

www.corp 

ホスト名に対応する IPアドレスを知りたいアプリケーションは， DNSリゾルバ

（各端末で動作し， DNSサーバに 1Pアドレスの問合せを行うプログラム）に，ホス

ト名に対応する IPアドレスを問い合わせる。問合せを受けた DNSリゾルバは， A社

のDNSサーバに問い合わせる。

問合せを受けた DNSサーバは，問い合わせられたホスト名が自分で管理している

ホスト名であれば対応する IPアドレスを返す。そうでなければ外部の DNSサーバに

問い合わせ，その結果として得られた IPアドレス，又は見つからなかったことを示

すエラーのいずれかを返す（図 1)。
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アプリケーション

端末

A社のDNSサーバ

外部のDNSサーバ

図 1 IPアドレスの問合せ

凡例

→ ：問合せ

ー一＞ ：結果

A社では， ドメイン名を補完できるように，各端末の DNSリゾルバの設定で， A

社のドメイン “example.co.jp"をサーチリストに登録することを指示している。この

ため， DNSリゾルバに問合せを行うアプリケーションは， ドメイン名

"example.co.jp"を省略しても，ホスト名に対応する IPアドレスを得ることができ

る。

例えば，ホスト名 “www.bunkyo.example.co.jp''の IPアドレスを知りたいときは，

ホスト名 “www.bunkyo"で問い合わせれば，ホスト名 “www.bunkyo.example.co.jp"

の IPアドレスが，次のようにして得られる（図 2)。ここで， “bunkyo"という TLD

は存在しないものとする。

① アプリケーションが， DNSリゾルバにホスト名 “www.bunkyo"のIPアドレスを

問い合わせる。

② DNSリゾルバは， A社の DNSサーバにホスト名‘‘www.bunkyo"の IPアドレス

を問い合わせる。

③ ホスト名 “www.bunkyo"に対応する IPアドレスが見つからないので， A社の D

NSサーバは，エラーを DNSリゾルバに返す。

④エラーを受け取った DNSリゾルバはホスト名 “www.bunkyo” に，サーチリス

トに登録されたドメイン “example.co.jp’'を連結したホスト名

"www.bunkyo.example.co.jp"の IPアドレスを A社の DNSサーバに問い合わせる。

⑤ A社の DNSサーバは， ‘‘www.bunkyo.example.co.jp"の IPアドレスを DNSリゾ

ルバに返す。

⑥ DNSリゾルバは，A社の DNSサーバから返された ‘‘www.bunkyo.example.co.jp"

のIPアドレスをアプリケーションに返す。
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Iアプリケーション1 | DNSリゾルバ I IA社のDNSサーバ 1
IPアドレスの問合せ

(www.bunkyo) IPアドレスの問合せ
(www.bunkyo) 

： 

くエラーを返す（見つからない）ー

IPアドレスの問合せ
(www.bunkyo.example.co.jp). 

w四 ．bunkyo.example.co.jpの

www.IbPuアnkyドoレ.exスamをp返leす.co.jpの IPアドレスを返す~---------------
k---------------

図2 サーチリストを利用した IPアドレスの問合せ

近年，多数の正式な TLDが追加されていて，これまでになかった新しい TLDが運

用されることによって，名前が衝突するリスクが高まっている。

例えば，新しい正式な TLDとして， ‘‘bunkyo’'が追加され，インターネット上で

ホスト名 “www.bunkyo"の Webサーバの運用が開始されたとき， A社内の端末の

DNSリゾルバに，ホスト名 ‘‘www.bunkyo"を問い合わせると,| a |が返され

る。

また，新しく正式な TLDとして， “corp"が追加され，インターネット上でホスト

名 ‘‘www.corp"の Webサーバの運用が開始されたとき， A社内の端末の DNSリゾル

バを使っても| b |のIPアドレスを得ることができない。

名前の衝突が起こることによって，本来アクセスしたいサーバにアクセスできない

だけではな<,| c |ことによる情報漏えいなど，セキュリティ上のリスクが

発生する。

讀
fi
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設問 1 本文中のI Iに入れる適切な答えを解答群の中から選べ。

aに関する解答群

ア A社内のホスト ‘‘www.bunkyo.example.co.jp"の IPアドレス

イ A社の DNSサーバの IPアドレス

ウ インターネット上の Webサーバ ‘‘www.bunkyo"のIPアドレス

工 見つからなかったことを示すエラー

bに関する解答群

ア “WWW.Corp"で始まる TLDが “corp’'以外のホスト

イ A社内のホスト ‘‘www.corp"

ウ A社内のホスト “www.corp",及びインターネット上の Webサーバ‘、WWW.corp"

エ インターネット上の Webサーバ “www.corp"

cに関する解答群

ア ウイルスが混入した電子メールを受信する

イ 外部サーバに意図せずアクセスする

ウ 組織内の人間が機密情報を意図的に流出させる

エ ファイアウォールで守られたネットワークヘの侵入を許す

設問 2 新たな TLDが追加されることによって生じる，名前が衝突するリスクを低減

させる対策として適切でない答えを， 解答群の中から選べ。

解答群

ア 各組織独自のTLDの利用を停止する。

イ 各組織は，自組織の DNSサーバと外部の DNSサーバとの通信を遮断する。

ウ 各端末でサーチリストの利用をやめる。
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問5 営業支援システムに関する次の記述を読んで，設問 1,2に答えよ。

生命保険会社の E社は，保険の新規契約の手続業務，既契約の保全手続業務（顧

客の住所の変更，及び契約の解約）をサポートする営業社員のためのシステム（以下，

営業支援システムという）を開発することになった。

営業支援システムは，新規契約の申込受付，既契約の保全手続受付，及び帳票出力

の機能から成る。営業支援システムの各機能の要件を次に， E-R図を図 1に，機能階

層図を図2に示す。

〔新規契約の申込受付機能の要件〕

顧客が新規に生命保険契約を締結するときは，生命保険契約の申込書に所定の内容

を記入する。この申込書に記入された内容から，当該契約を担当する E社の営業社

員が，必要な情報を営業支援システムに登録する。

(1) 契約情報登録

契約情報を登録する。登録時に，契約ごとに一意な契約番号を付与する。

(2) 契約担当情報登録

当該契約の契約担当情報を登録する。契約は E社に在籍する営業社員が担当し，

主担当と副担当の2人になることもある。

(3) 顧客情報登録 • 更新

営業支援システムは，顧客 1人の情報は 1レコードで管理する。しかし，複数の

契約と関係する顧客については， 1人の顧客を複数の異なる顧客情報で管理してし

まう場合がある。その例を，表 1に示す。

表 1 1人の顧客を複数の異なる顧客情報で管理してしまう例

契約

2010年に締結した契約

顧客氏名

情報太朗

生年月 日 性別 住所

男 IXX県yy市zz区2-28-8

2014年に締結した契約 1 情報太朗 | 1975/11/23 | 男 | AA県BB市cc区4-1

注記 2013年に転居をしたあと，住所変更の手続を忘れたまま（下線部），転居後の住所で新たな契

約を締結したので，複数の異なる顧客情報で管理されている。

営業支援システムでは，顧客情報を一元管理するために，新規契約の申込受付時，

顧客の住所の変更受付時に， “顧客氏名”,“生年月日”,“性別”,“住所”を比較項
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目（以下，名寄せ項目という）として，全ての名寄せ項目が同ーである顧客情報が

既に登録されているかどうかを調べることにしている。

新規契約の申込受付時の要件は次のとおりである。

① 当該契約の契約者，被保険者及び受取人の 3名を顧客として，顧客情報を登

録する。既に全ての名寄せ項目が同一である顧客情報が登録されている人物に

ついては，新たに登録しない。

② 顧客情報の登録時には，顧客ごとに一意な顧客IDを付与する。

③ 顧客情報の一つに，その顧客が契約者として関わる契約の件数を管理する保

有契約の件数がある。契約者の顧客情報の登録時には 1件と登録し，更新時に

は1をプラスする。

④ 契約者，被保険者及び受取人の 3名の顧客情報ごとに，契約情報との関係を

示す，関係顧客情報を登録する。

〔既契約の保全手続受付機能の要件〕

顧客から，既契約に対する保全手続の依頼を受け付けたとき，当該契約を担当する

E社の営業社員が，保全手続に必要な情報を営業支援システムに登録する。

(1) 保全手続情報登録

保全手続に必要な情報の登録時に，保全手続ごとに一意な保全受付番号を付与す

る。保全手続情報は，契約単位に管理する。まな 一つの契約に対する保全手続は，

1日1回まで受け付ける。

(2) 契約情報更新

契約の解約を受け付けたときは，契約情報の一つである契約状況を“解約”に更

新する。

(3) 顧客情報更新

① 登録された保全手続情報から，顧客情報を更新する。

② 顧客の住所の変更を受け付けたときは，変更後の顧客情報の全ての名寄せ項目

と一致する顧客情報が既に登録されているかどうかを調べる。見つかった場合は，

見つかった顧客情報を削除する。さらに，削除した顧客情報に関係する関係顧客

情報を全て削除し，変更後の顧客情報によって新たに関係顧客情報を登録する。

また，削除 ・登録した関係顧客情報に， 契約者としての関係が含まれる場合は，
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当該顧客情報の保有契約の件数を更新する。

③ 契約の解約を受け付けたときは，契約者の顧客情報の保有契約の件数を更新

(1をマイナス）する。また，関係顧客情報は変更しない。

〔帳票出力機能の要件〕

契約者に送付するための保全手続確認書を出力する。ここで，新規契約に関する帳

票出力については省略する。

(1) 帳票印刷

登録されている保全手続情報から，保全手続確認書を作成して印刷する。印刷時

に，帳票ごとに一意な帳票出力番号を付与する。

(2) 保全手続情報更新

帳票出力が完了した保全手続情報の工程ステータスを帳票出力済みに更新する。
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社員マスタ 契約担当 顧客

社員ID I a I I d I 

社員氏名 ~ 顧客氏名

所属 担当属性（主担当，副担当） 生年月日

性別

住所

保有契約の件数

契約 関係顧客

↓ 

契約番号 I a I 

保険種類ID I d I 

＞ 保障額 1 ） 契約に対する関係

契約状況 （契約者，被保険者，受取人）

契約年月日

↓ 
保全手続

扱栗出力 I b I 

I c I I a I 
ク 保全手続コード

I b I ' 
帳票データ 受付年月日

工程ステータス

丁程ステータス更新年月日

（凡例）

ニ属性名の実線の下線は，主キーを示す。

属性名 ): 1対多

属性名

図 1 営業支援システムの E-R図
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営業支援システム 1．新規契約の申込受付

2．既契約の保全手続受付

3．帳票出力

1.1．契約情報登録

1.2．契約担当情報登録

1.3． 顧客情報登録 • 更新

2ふ 保全手続情報登録

2.2．契約情報更新

2.3．顧客情報更新

3.1．帳票印刷

3.2．保全手続情報更新

図2 営業支援システムの機能階層図

設問1 図1中のI Iに入れる適切な属性名を解答群の中から選べ。

a~dに関する解答群

ア関係顧客番号 イ契約担当番号 ウ契約番号 工顧客ID

オ社員1D カ帳票出力番号 キ保険種類ID ク 保全受付番号
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設問 2 営業支援システムの E-R図のエンテイティと機能の関係を表 2に示す。表 2

中のI Iに入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

表 2 営業支援システムの E-R図のエンティティと機能の関係

¥ 契約情報 契約担当 顆客情報 保全手続 契約情報 顧客情報
帳票印刷

保全手続

登録 情報登録 登録•更新 情報登録 更新 更新 情報更新

社員マスタ R R 

契約担当 C R 

契約 C R R R R, U R 

顧客 | e | R, U, D R 

関係顧客 C I f | R 

保全手統 C, R R R R u 
帳票出力 C 

保険種類マスタ R R 

注記 Cは登録 (Create),Rは参照（Read),Uは参照して更新 (Update),Dは削除 (Delete)を示す。複数の操

作が該当する襴には，コンマ（，）で区切って記入している。ただし，機能を実行する際にエンテイティに対

して何も操作しない場合は，ー（ハイフン）を記入している。

e, fに関する解答群

ァ c

オ C,D 

ヶ

イ R

カ C,R, U 
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問6 プロジェクトにおけるコミュニケーションの計画に関する次の記述を読んで，設問

1, 2に答えよ。

B社で立ち上げた社内システムの刷新プロジェクトでは，関係者間における情報の

配布を考慮したコミュニケーションの計画を立案することにした。関係者とは， B社

の情報システム部及びベンダ L社である。このプロジェクトは，作業を効率よく進

めることを目的に，プロジェクトマネージャ（以下， PMという）を頂点とするプロ

ジェクト体制を構築することにした。また，計画段階における認識のずれを防止する

ために，社内の各業務の主管部門の要求事項を，システム化対象の機能要件として，

プロジェクト計画書に盛り込むことにした。プロジェクトの体制を，図 1に示す。

プロジェク トマネージャ (PM)

図1 社内システムの刷新プロジェクトの体制

〔各チームの構成〕

(1) Xチームは，社内システムの処理 Xを担当する情報システム部員で構成される。

(2) yチームは，社内システムの処理 Y を担当する情報システム部員で構成される。

(3) Zチームは，社内システムの処理 Zを担当するベンダ L社の社員で構成される。

(4) 各チームのメンバは，チームリーダ（以下， TLという）と担当者から構成され

る。各チームのメンパの人数を，表 1に示す。

表 1 各チームのメンバの人数

チーム名 Xチーム Yチーム Zチーム

TL（人） 1 1 1 

担当者（人） 2 3 4 

国

後
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〔コミュニケーションの計画の説明〕

プロジェクト計画書に記載されているコミュニケーションの計画の一部を，図2に

示す。

2.計画

2. 1 プロジェクト管理文書

項番 文祖名 管理者 配布先 配布方法

1 プロジェクト計画菌 PM 全チームのTL 全体進捗会議において

2 プロジェクト実績報告魯 PM 全チームの TL 全体進捗会議において

3 プロジェクト会議議事録 PM 全チームのメンパ 電子メール

4 設計書 PM 各チームのメンバ ファイル閲覧

5 設計検討会議事録
各チームの

TL 
各チームの担当者 電子メール

6 仕様問合せ栗
各チームの

各チームの担当者 電子メール
TL 

注記 プロジェクト管理文酋の登録及び配布，並びに配布した履歴の保管は，管理者が行う。

2.2 プロジェクト会議

項番 会巖名 開催主幹 開催頻度 参加者

1 全体進捗会議 PM 月2回 PM,全チームのTL

2 チーム進捗会諾 PM 
チームごとに

PM,各チームのメンバ
月4回

2.3 仕様関連会議

項番 会議名 開催主幹 開催頻度 参加者

1 設計検討会
各チームの

随時 各チームのメンバ
TL 

2 設計菌レピュー
各チームの

随時 PM,各チームのメンバ
TL 

図2 コミュニケーションの計画の一部

設問1 定期的に開催されるプロジェクト会議のプロジェクト会議議事録（以下，議事

録という）を配布する際のルールについて， PMが行った検討作業に関する次の

記述中のI Iに入れる適切な答えを解答群の中から選べ。
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〔PMが行った検討作業〕

コミュニケーションの計画に定められた方法に従って，情報をより正確に配布

できるルールの検討に当たり，コミュニケーションを取る関係者間の関係の数を

明らかにした。関係の数は，ある作業において，コミュニケーションを取る二者

間の関係を 1と数えて，作業の関係者間の全ての関係を数えたものである。関係

の数の例を，図3に示す。

関係の数： 1

G圧
関係の数： 4

図3 関係の数の例

(1) 議事録は,| a Iが配布する。議事録の配布の頻度は，定期的に開催

されるプロジェクト会議の開催頻度から月 | b 1回となる。議事録の配

布については，各チームの TLを議事録の配布の窓口とし， TLから担当者に

配布する方法（以下，方法①という）と,| a |から全チームのメンバ

に直接配布する方法（以下，方法②という）を検討した。方法①の場合，議

事録を配布するための関係の数は,| a |と各チームの TLの間の数と，

各チームの TLと担当者の間の数との合計なので, | c |となる。方法

②と比較して，関係の数は| d |が，各チーム内で TLが窓口として担

当者を束ねることになるので，コミュニケーションを密に取ることができる。

そこで，方法①を選択することにした。

(2) 方法①で，議事録の内容が配布先に確かに伝わったことを確認し，その報

告の履歴を残すために，配布先の全ての TLに,| e |よう指示すること

にした。

aに関する解答群

ア PM

工 Zチームの TL

イ Xチームの TL ウ Yチームの TL
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bに関する解答群

ア 2

cに関する解答群

ア 3

dに関する解答群

ア多い

eに関する解答群

イ 6

イ 6

イ少ない

ウ 12 エ 14

ウ 12 エ 24

ウ変わらない

ア TLが担当者全員から内容を確認した旨の電子メールを受け， TLから PMに口頭

で報告する

イ TLが担当者全員から内容を確認した旨の電子メールを受け， TLから PMに電子

メールで報告する

ウ メンバが，内容を確認した旨を直接PMに電子メールで報告する

設問 2 設計工程の状況に基づく，グループウェア（以下，GWという）の導入につい

ての記述中のI Iに入れる適切な答えを，解答群の中から選べ。

〔設計工程の状況と GWの導入について〕

設計工程の進行に伴い，各チームの進捗に遅延が発生し始めた。原因は，各チ

ームの担当者が，出席を要請されている設計検討会に十分に参加できていないこ

とと，プロジェクト関係者間の情報流通が悪いことであった。

PMは，メンバのスケジュールを確保した上で今後の設計検討会を実施すると

ともに，プロジェクト関係者間の情報流通を改善することに着手した。情報流通

として，プロジェクト計画書の配布先が原因となり，システム化対象の機能要件

を十分に確認しないまま設計したことと，機能要件の変更がメンパに伝わってい

ない場合があることに問題があると分析している。解決に向け，GWの導入を踏

まえた検討を行った。

プロジェクト計画書については，現状では配布先が限定されているので， GW
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導入後の配布先を1 f |とした。プロジェクト管理文書の配布に関する

GWの設定ルールの検討結果を表2に整理した。

表 2 GWの設定ルールの検討結果

項 Xチーム Yチーム

番
文書名 PM 

TL 担当者 TL 担当者

1 プロジェクト計画薔

2 プロジェクト実績報告書． 
゜

X 

゜
X 

3 プロジェクト会議議事録 l g 

4 設計書

5 設計検討会議事録 ． ．゚ 
゜6 仕様問合せ票 ． ．゚ 
゜注記 網掛けの部分は表示していない。

表中で使用している記号の意味は，次のとおりである。

● ：プロジェクト管理文書の登録及び参照を許可

0:プロジェクト管理文書の参照だけ許可

X:プロジェクト管理文書の参照不可

fに関する解答群

ア 全チームの担当者 イ 全チームのメンバ

gに関する解答群

Xチーム Yチーム Zチーム
PM 

TL 担当者 TL 担当者 TL 担当者

ア

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜イ ．゚ ゚． ゚． ゚
ウ ． 

゜゚ ゜゚ ゜゚工 ． ． ． ． ． ． ． 
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問7 システム開発の投資評価に関する次の記述を読んで，設問 1,2に答えよ。

T社では，営業支援システムの開発プロジェクトを検討している。開発方式が異な

る A案， B案の二つの案があり，それぞれの投資評価を行うことにした。二つの案

の投資対効果の概要を表 1に，キャッシュフローの年度別の推移を表2に示す。

現時点を平成 27年度とし，営業支援システムは平成 28年度から運用され，5年間

にわたって効果が得られる。また，投資額及び効果額の発生は年度末とする。

表 1 二つの案の投資対効果の概要

単位 万円

A案 B案

初期開発費 （平成27年度に発生） 15,000 （平成27年度に発生） 10,000 

投資額
追加開発費

゜
（平成30年度に発生） 4,000 

年間運用費
（平成28~32年度） 800 （平成28~30年度） 600 

（平成31,32年度） 800 

効果額
各年度での （平成28~32年度） 5,000 （平成28~30年度） 3,700 
効果額 （平成31,32年度） 5,000 

表 2 キャ ッシュフローの年度別の推移

単位万円

平成 平成 平成 平成 平成 平成

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 32年度
（現在） (1年目） (2年目） (3年目） (4年目） (5年目）

キャッシュアウト 15,000 800 800 800 800 800 
A 

."·····-~~→....口“→*• . . .. .-•mマ▼ー•●●●響•m—••一M●●』•一•--—·· ......冒.....ぃ....,_•---・~•n ャ．．．．．，．．．．＂．．<>H•-•H●己•口嘗-·-
..........讐．．．．臀●凰••......_•上・~ー·

案
キャッシュイン 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 

キャッシュフロー -15,000 4,200 4,200 4,200 4,200 4,200 

ロ`ニ：］：□1]□1―□I□I三
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設問 1 システム開発の投資評価に関する次の記述中のI Iに入れる適切な答

えを，解答群の中から選べ。

従来採用している投資評価方法は，キャッシュフローの累計額がプラスになる

までの期間（以下，投資回収期間という）を求め，その期間の長さによって投資

の判断を行う方法である。

この方法では， A案の投資回収期間は 4年， B案の投資回収期間はIa | 

年であり 9 | b |ことになる。

aに関する解答群

ア 3

bに関する解答群

イ 4 ウ 5

ア A案よりも B案の方が回収期間は長く， A案を採用する

イ A案よりも B案の方が回収期間は長く， B案を採用する

ウ A案よりも B案の方が回収期間は短く， A案を採用する

エ A案よりも B案の方が回収期間は短く， B案を採用する

工 6

オ 投資回収期間はA案も B案も同じなので，この方法だけでは判断できない

設問 2 システム開発の投資評価に関する次の記述中のI Iに入れる適切な答

えを，解答群の中から選べ。

T社の企画課は，システム投資のリスクを低減するために，いきなり開発の投

資判断を行うのではなく，平成 27年度に，初期開発費とは別に 100万円を投資

してシステムの要求分析を行って投資評価の精度を商めることにした。

また，投資評価方法に正味現在価値（以下， NPVという）を用いることにし，

NPVが大きい案を採用することにした。ここで，

NPV＝キャ ッシュフローの現在価値の合計値

とし，千円の位を四捨五入して，万円単位まで求めることにする。
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A 
案

B 
案

評価に当たり，現在価値の評価期間は平成 32年度までの 5年間とし，割引率

は10％とする。

要求分析の結果を反映させる前のシステム投資の評価は，表 3に示すキャッシ

ュフローの現在価値から， A案の NPVが 818万円， B案の NPVが1 c |万

円であり， A案を採用することになる。

キャッシュフローの現在価値は，n年後のキャッシュフローが C, 割引率が r

のとき ex{1/(l+r)吋である。

計算には，次の値を用いる。

1/(1 +0.1)=0.91 

1/ (1 + 0.1)3 = 0.75 

1/(l+O.l戸＝0.62

1/(1 +0.1)2 =0.83 

1/(1 +0.1)4 =0.68 

表 3 キャッシュフローの現在価値

単位万円

平成 平成 平成 平成 平成 平成

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 32年度
（現在） (1年目） (2年目） (3年目） (4年目） (5年目）

キャッシュアウト 15,100 800 800 800 800 800 
9雫·-，．．_.,...."-·········．．．贔贔●●--●●止蒼・4●●●●L••日ー·· ·----..-『●●—·,.._.. ..,... •• • . . M • ●● ••••—· ·-.. - ........,_,_ .. 

“...-·-·••←•··-●憂•--•nー •• ア響•-H•響... 鴫•，．．臀→•H••』•H•H--』-H・ ・- ··呵•~..,...",..~......-·-•• ．． 
そ•ロ・M ・ー·· n・n · m•’̀ . . ... . .... . . 

キャッシュイン 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 

キャッシュフロー -15,100 4,200 4,200 4,200 4,200 4,200 

キャッシュフローの
-15,100 

現在価値 3,822 2,856 2,604 

キャッシュアウト 10,100 600 600 4,600 800 800 
凸•ロロー••一••--W●●_ .............- •••一••い••い•幽• •-•----··---•口•←•い●—~••~●9

.....•-—·-..、·•99蒼~．こ—--~•R・ぞ···卜聾• 幽一~．． ．．--··•-·---讐—...."•ト・--· W•n•n•• •• n . ... ... . . . .M••••M•M- •日•--聾·-•-··--··-- ······．．．．幽••一· ••-口..響レ＂-·『_,....... ........... 

キャッシュイン 3,700 3,700 3,700 5,000 5,000 

キャッシュフロー -10,100 3,100 3,100 -900 4,200 4,200 

キャッシュフローの
-10,100 現在価値 2,821 2,856 2,604 

注記網掛けは表示していない。
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要求分析の結果， A案の初期開発費は 14,500万円， B案の追加開発毀は 3,100

万円となることが分かった。

要求分析の後，この結果を用いてシステム投資の評価をやり直した結果，A案

の NPVは| d |万円， B案の NPVは 754万円となり,| e |ことに

なる。

c, dに関する解答群

ア 79 イ 754 ウ 1,318 エ 1,418

eに関する解答群

ア A案を採用する

イ A案と B案のどちらを採用しても同じ

ウ B案を採用する

国

後
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次の問 8は必須問題です。必ず解答してください。

問8 次のプログラムの説明及びプログラムを読んで，設問 1~3に答えよ。

与えられた n個のデータの中から K番目に小さい値を選択する方法として，クイ

ックソートを応用したアルゴリズムを考える。クイックソートとは， n個のデータを

ある基準値以下の値のグループと基準値以上の値のグループに分割し（基準値はどち

らのグループに入れても構わない），更にそれぞれのグループで基準値を選んで二つ

のグループに分割するという処理を繰り返してデータを整列するアルゴリズムである。

クイックソートを応用して K番目に小さい値を選択するアルゴリズムでは，データ

を二つのグループに分割した時点で，求める値はどちらのグループに含まれるかが確

定するので，そのグループだけに，更に分割する処理を繰り返し適用する。グループ

の分割ができなくなった時点で， K番目に小さい値が選択されている。

〔プログラムの説明〕

n個の数値が格納されている配列 Xと値 kを与えて， K番目に小さい値を返す関数

Selectである。ここで，配列 Xの要素番号は1から始まる。また，配列 Xの大きさ

は，配列に格納される数値の個数分だけ確保されているものとする。 Selectの処理

の流れを次に示す。

(1) 行番号 3~4

K番目に小さい値を選択するために走査する範囲（以下，走査範囲という）の左

端を Top,右端を Lastとし，まず配列全体を走査範囲とする。

(2) 行番号5~32

① 走査範囲に含まれる要素の数が 1以下になるまで，②,③を繰り返す。

② 基準値 Pivotを選び，走査範囲内の値で基準値以下のものを左に，基準値以

上のものを右に集める（行番号 6~24)。

③ 走査範囲が基準値以下の値から成るグループと基準値以上の値から成るグルー

プに分割されるので， K番目に小さい値が含まれるグループを新たな走査範囲と

する（行番号25~30)。
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④ 繰返しが終了したときに，要素 x[k]の値が K番目に小さい値として，選択さ

れる。

Selectの引数と返却値の仕様は次のとおりである。

〔関数Selectの引数／返却値の仕様〕

引数名／返却値 データ型 入力／出力 意味

x[] 整数型 入力 数値が格納されている一次元配列

n 整数塑 入力 数値の個数

k 整数型 入力 選択する数値の小ささの順位を示す値

返却値 整数型 出力 選択された数値
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〔プログラム〕

（行番号）

1 0整数型： Select（整数型： x[］，整数型：n,整数型： k)

2 0整数型： Top,Last, Pivot, i, j, work 

3 • Top← 1 

4 • Last← n 

5 Top < Last 
6 • Pivot← x[k] 

｝ 7 • i← Top 
8 • j← Last ， true 

10 

I 
x[i] < Pivot 

11 • i←i + 1 

12 

13 ： Pivot < x(j] 
14 • j←j - 1 

15 

16 

！ 
i ~ j 

17 • break 

18 

19 • work← x[i] 
20 • x[i]← x[j] 
21 • x[j]← work 

22 • i←i + 1 

23 • j←j - 1 

24 

＇ 25 

! 
i ~ k 

26 • Top← j + 1 

27 

28 ： k ~ j 
29 • Last←i - 1 

30 

31 

32 • return x[k) 

／＊走査範囲の左端の初期値を設定＊／

／＊走査範囲の右端の初期値を設定＊／

a: 

／＊ループ＊／

B
 

／＊ループから抜ける ＊／

T 
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設問 1 関数 Selectの追跡に関する次の記述中のI Iに入れる正しい答えを，

解答群の中から選べ。

関数 Selectの引数で与えられた配列 Xの要素番号 1~7の内容が 3, 5, 6, 

4, 7, 2, 1であり，nが7,kが3のとき，配列 Xの走査範囲の左端 Topと右

端 Lastの値は次のとおりに変化する。

• TopとLastの初期値は，それぞれ1と7である。

・Top< Lastが成り立つ間，次に示す (1)選択処理 1回目の①～③， (2)選択

処理2回目の①～③,… と実行する。

(1) 選択処理 1回目

① 配列 Xの走査範囲を二つの部分に分ける基準値 Pivotに配列 Xの3番目

の要素 x[3]の値 6を設定する。次に，iにTopの値 1, jにLastの値 7を

設定する。

② 配列 XのTopから Lastまでの走査範囲内にある数値を，6以下の数値の

グループと 6以上の数値のグループの二つに分ける処理を行う。その結果，

配列 Xの内容は次のとおりになる。

3, 5, 1, 4, 2, 7, 6 

③ | a Iを設定して選択処理の 2回目に進む。

(2) 選択処理2回目

① 基準値 Pivotにx[3]の値 1を設定する。

② 配列 XのTopから Lastまでの走査範囲内にある数値を， 1以下の数値の

グループと 1以上の数値のグループの二つに分ける処理を行う。その結果，

配列 Xの内容は次のとおりになる。

1, 5, 3, 4, 2, 7, 6 

③ | b |を設定して選択処理の 3回目に進む。

(3) 選択処理3回目
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この選択処理を繰り返して， Top< Lastでなくなったときに処理を終了する。

このとき，関数の返却値 x[k]には与えられた数値の中から K番目に小さい値が

選択されている。

a, bに関する解答群

ア Topにこ値 1, Lastに値5 イ Topに値 1,Lastに値6

ウ Top (こイ直2,Lastに値 5 工 Topに値2, Lastに値6

オ Topに値3,Lastに値 5 力 Topに値3, Lastに値6

設問2 次の記述中のI Iに入れる正しい答えを解答群の中から選べ。

引数で与えられた配列 Xの要素番号 1~7の内容が 1,3, 2, 4, 2, 2, 2で

あり， nが7,kが3のとき，選択処理が終了するまでにプログラム中の aの部

分は1 c 1回実行され， Tの部分は| d 1回実行される。

C, dに関する解答群

ア 1 イ 2 ウ 3 エ 4 オ 5 力 6

設問 3 次の記述中のI Iに入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

プログラム中のBの行 x[i]< Pivot を誤って x[i]~ Pivotとした。この

場合，引数で与えられた配列 Xの要素番号 1~6の内容が 1,1, 1, 1, 1, 1 

であり， nが6, kが3のとき9 | e |。また，引数で与えられた配列 Xの

要素番号 1~6の内容が 1,3, 2, 4, 2, 2であり， nが6,kが3のとき，

| f |。

e, fに関する解答群

ア Lastに値0が設定される

ウ Topに値0が設定される

オ 配列の範囲を越えて参照する

イ Pivotに値0が設定される

エ処理が終了しない
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次の問9から問 13までの 5問については， この中から 1問を選択し，選択した問題に

ついては，答案用紙の選択欄のRじをマークして解答してください。

なお， 2問以上マークした場合には， はじめの 1問について採点します。

問9 次の Cプログラムの説明及びプログラムを読んで，設問 1,2に答えよ。

〔プログラムの説明〕
ひらぶん かえじ

平文の文字列を暗号化する手法として，平文の文字を換字表に従って別の文字に置

き換える方法がある。関数 enc_strは，与えられた平文を，換字表を用いて暗号文

に変換するプログラムである。

＇ 
(1) 平文は， JISX 0201 (7ビット及び 8ビットの情報交換用符号化文字集合）の文

字で構成されている。

(2) 置換の対象となる文字（以下，置換対象文字という）は，英字 (A~Z,a~z), 

数字（0~9)，空白文字，“.＂及び“,”の 65種類の文字であり，換字表に格納さ

れている。

(3) 換字表は 5行 13列の 2次元文字型配列であり，全ての要素に異なる文字が格納

されている。

(4) 換字表による置換の方法について， 図 1に示す平文と暗号文の対応の例を用い

て説明する。平文の文字列の先頭から置換対象文字を 2文字ずつ選び出して行い，

置換されたそれぞれの文字を暗号文の文字として，暗号文中で平文と同じ位置に入

れる。 ここで，置換対象文字の組合せによって，置換後の文字の組合せが決まる。

置換対象文字数が奇数の場合，最後の置換対象文字については 1文字で置換を行う。

置換対象文字以外の文字については，平文中の文字をそのまま暗号文中で平文と同

じ位置に入れる。

（平文） いE |- | E x | A M |. | 

i ↓ i↓ ↓I ↓ ：↓l 
（暗号文） f 1 - | 1 | | 

注記 網掛けの部分には置換された文字が入る。

平文と暗号文の対応の例図1
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(5) 関数 enc_strの仕様は次のとおりである。ここで，引数の値に誤りはないもの

とする。

機能： 文字列 strを，換字表xchg_tを用いて平文から暗号文に変換する。

引数： str 文字列

xchg_t 換字表
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〔プログラム〕
#define RSIZ 5 /*換字表の行数＊／
#define CSIZ 13 /*換字表の列数＊／

void enc—•st r(char[], char[RSIZ][CSIZ]); 

void enc_str(char str[], char xchg_t[RSIZ][CSIZ)) { 
int cp[2］， ／＊置換対象文字の換学表中の列位置＊／

rp[2], /*置換対象文字の換字表中の行位置＊／
pos[2), /*置換対象文字の文字列中の位置＊／
flg, i = 0, col, row, p = 0; 

while (str[p] !='¥0') { 
flg = 0; 
for (row= 0; row< RSIZ; row++) { 

for (col= 0; col< CSIZ; col++) { 
if (str[p] == xchg_t[row)[col]) { 

flg = 1; 
break; 

｝ 
｝ 
if (flg != 0) break; 

｝ 
if (flg != 0) {-+----a 

cp[i] = col; 
rp[i] = row; 
pos[i++ J = p; 
if (i == 2) { 

if (str[pos[0]] == str[pos[l]]) { 
str[pos[0]] = str[pos[l]] = 

xchg_t[(rp[0] + 1) % RSIZ] 
[(cp[0] + 1) % CSIZ]; 

} else { 
if (rp[0] == rp[l]) { 

str[pos[0]] = xchg_t[rp[l]][cp[l]]; 
str[pos[l]] = xchg_t[rp[0] ][cp[0]]; 

} else if (cp[0] == cp[l]) { 
str[pos[0]] = xchg_t[rp[0]] 

[(cp[0] + 1) % CSIZ]; 
str[pos[l]] = xchg_t[rp[l]] 

[(cp[l] + 1) % CSIZ]; 
} else { 

str[pos[0]] = xchg_t[rp[l]][cp[0]]; 
str[pos[l]] = xchg_t[rp[0]][cp[l]]; 

｝
 

•9 

。＝ 
}
.
1
 

B
 ｝

 

｝
 

p++; 
｝ 
if (i != 0) { 

str[pos[0]] = xchg_t[RSIZ -1 -rp[0]][CSIZ -1 -cp[0]]; 

｝
 

｝
 

-43 -



設問 1 図 2の平文と換字表を引数として関数 enc_strを実行したとき，プログラム

の動作に関する次の記述中のI |に入れる正しい答えを，解答群の中か

ら選べ。

文字列 ［位置］

0 10 20 25 
+-- - --- - -—+------- - —+-- --+ 

（平文） ［ Function△△f(x,y)△is△given. 

換字表［行位置］［列位憧］

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

1゚ 

2 

3 

4 

a b C d e f g h i j k l m 

n 

゜
p q r s t u V w X y z 

゜
1 2 3 4 5 6 7 8 ， ， △ 

z Y X w V u T s R Q p 

゜
N 

M L K J I H G F E D C B A 

注記 ＂△’'は空白文字を表す。

図2 平文と換字表の例

(1) プログラムのaの行が最初に実行されるとき，変数flgの値は 1,iの値は

0, colの値はIa |, rowの値叫 b |iこなっている。

(2) プログラムのBの行が最初に実行されるとき引数 str,配列 cp,rp, 

posに格納されている値は，図 3に示すとおりである。

（添字）

str [ ゜
ー 2

 

1ニコ 1
'n • I 

国
p

p

s
 

宅

c
r
p
o

僑 ー
↑

-

.

I
 

7

1

1

 
注記網掛けの部分は表示していない。

図3 引数 str,配列 cp, rp, posに格納されている値
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(3) プログラムのBの行が 5回目に実行されるとき， pos[1]の値は 9, 引数

str[9]の値叫 d |tこなっている。

(4) プログラムのBの行が 6回目に実行されるとき， pos[1]の値叫 e | 

になっている。

a, bに関する解答群

ア 1 イ 2 ウ 3 エ 4 オ 5

＇ 
力 6 キ 7 ク 8 ケ 9 コ 10 

cに関する解答群

ア IF  I イ 'S' ウ 't' 

工 'v' オ '7' 

dに関する解答群

ア 'n' イ 'O' ウ
, y __, 

工 'Z' オ空白文字

eに関する解答群

ア 11 イ 12 ウ 13 エ 14 オ 15

設問 2 図 2に示す換字表を使って平文 “IPA"を暗号文に変換した結果として正しい

答えを，解答群の中から選べ。

解答群

ア CVa イ iAP ウiCN

工iNC オ Pla カ VCa
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問10 次のCOBOLプログラムの説明及びプログラムを読んで，設問1,2に答えよ。

〔プログラムの説明〕

C社では，全従業員の出社時刻と退社時刻を入口のゲートで自動的に記録し，出退

勤記録ファイルに格納している。このプログラムは， 1か月分の出退勤記録ファイル

を読み込み，出社した従業員の勤務管理ファイルに書き込むものである。

(1) 出退勤記録ファイルは，図1に示すレコード様式の順ファイルで，ある月の 1か

月分の出退勤記録が格納されている。

＇ 
:: | 7:1 |出退：；ラグ 1従］り番号

図1 出退勤記録ファイルのレコード様式

① レコードは日付，時刻，出退勤フラグの昇順に格納されている。

② 日付には，年，月， 日が，それぞれ4桁，2桁， 2桁の西暦で格納されている。

③ 時刻には，出社又は退社の時刻の時，分が，それぞれ2桁の24時間表記で格

納されている。

④ 出退勤フラグには，出社時は0が，退社時は1が格納されている。

⑤ 従業員番号には，従業員ごとに一意な6桁の番号が格納されている。

⑥ 同一従業員の出社時の記録と退社時の記録は，必ず対になっている。同じ日付

のレコードは1組だけである。

⑦ 出社時刻は6時から22時までである。退社時刻は同じ日付の24時までである。
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(2) 勤務管理ファイルは，図2に示すレコード様式の従業員番号をキーとする索引フ

ァイルである。

従業員番号

6桁 三ご：刻 勤務時間

5桁

31回繰返し

図2 勤務管理ファイルのレコード様式

① 勤務履歴1~31には，当該月の1~31日の出社時刻及び退社時刻が格納される。

出社しなかった日と暦にない日の出社時刻及び退社時刻には， 9999が格納され

る。

② 出社時刻及び退社時刻には，時，分が，それぞれ 2桁の24時間表記で格納さ

れる。

③ 勤務時間には， 1か月の勤務時間の合計が， 3桁の時間と 2桁の分で格納され

る。毎日の出社時刻から退社時刻までの時間が1日の勤務時間である。途中の休

み時間も勤務時間に含める。

＇ 
〔プログラム〕

（行番号）
1 DATA DIVISION. 

2 FILE SECTION. 

3 FD LOG-FILE. 

4 01 LOG-REC. 
5 02 LOG-DATE PIC 9(8). 
6 02 LOG-TIME PIC 9(4). 
7 02 LOG-FLAG PIC 9(1). 

8 88 LOG-IN VALUE 0. ， 88 LOG-OUT VALUE 1. 
10 02 LOG-ENUM PIC X(6). 

11 FD ATD-FILE. 

12 01 ATD-REC. 
13 02 ATD-ENUM PIC X(6). 
14 02 ATD-HST. 

15 03 ATD-ELM OCCURS 31. 
16 04 ATD-IN PIC 9(4). 
17 04 ATD-OUT PIC 9(4). 
18 02 ATD-SUM PIC 9(5). 
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19 WORKING-STORAGE SECTION. 

20 77 KEY-FLAG PIC 9(1). 

21 88 ATD-VALID VALUE 0. 

22 88 ATD-INVALID VALUE 1. 

23 77 EOF-FLAG PIC 9(1) VALUE 0. 

24 88 LOG-EOF VALUE 1. 

25 01 W-DATE. 

26 02 FILLER | a 1. 
27 02 IDX PIC 9(2). 

28 01 W-TIME-FROM. 

29 02 HF PIC 9(2). 

30 02 MF PIC 9(2). 

31 01 W-TIME-TO. 

32 02 HT PIC 9(2). 

33 02 MT PIC 9(2). 

34 01 W-TIME-ACCUM. 

, 
35 02 HA I b 1. 
36 02 MA PIC 9(2). 

37 77 W-MINUTE PIC 9(5). 

38 PROCEDURE DIVISION. 

39 MAIN-PROC. 
40 OPEN INPUT LOG-FILE 

41 I-0 ATD-FILE. 

42 PERFORM READ-PROC. 

43 CLOSE ATD-FILE LOG-FILE. 
44 STOP RUN. 

45 READ-PROC. 

46 PERFORM UNTIL LOG-EOF 

47 READ LOG-FILE 

48 AT END 

49 SET LOG-EDF TO TRUE 

50 NOT AT END 

51 PERFORM UPDATE-PRO( 

52 END-READ 

53 END-PERFORM. 

54 UPDATE-PRO(. 

55 MOVE LOG-ENUM TO ATD-ENUM. 

56 SET ATD-VALID TO TRUE. 

57 READ ATD-FILE 

58 INVALID KEY 

59 SET ATD-INVALID TO TRUE 

60 MOVE LOG-ENUM TO ATD-ENUM 

61 C 

62 MOVE ZERO TO ATD-SUM 

63 END-READ. 
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64 MOVE LOG-DATE TOW-DATE. 

65 EVALUATE TRUE 

66 WHEN LOG-IN 

67 

68 

MOVE LOG-TIME 

WHEN LOG-OUT 

TO ATD-IN(IDX) 

69 MOVE LOG-TIME TO ATD-OUT(IDX) W-TIME-TO 

70 MOVE ATD-IN(IDX) TO W-TIME-FROM 

71 MOVE ATD-SUM TO W-TIME-ACCUM 

72 PERFORM CALC-PROC 

73 MOVE~ TO ATD-SUM 

74 END-EVALUATE. 

75 IF ATD-VALID THEN 

76 REWRITE ATD-REC 

77 ELSE 

78 WRITE ATD-REC 

79 END-IF. 

80 CALC-PROC. 

81 COMPUTE W-MINUTE = (HT -HF+ HA) * 60 + MT -MF+ MA. 

82 DIVIDE W-MINUTE BY 60 GIVING HA REMAINDER MA. 

設問 1 プログラム中のI |tこ入れる正しい答えを解答群の中から選べ。 ＇ 
a, bに関する解答群

ア PIC9(2) 

工 PIC9(5) 

イ PIC9(3) 

オ PIC9(6) 

ウ PIC9(4) 

cに関する解答群

ア INITIALIZEATD-HST 

イ INITIALIZEATD-HST REPLACING NUMERIC BY 9999 

ウ MOVE9999 TO ATD-HST 

エ MOVEALL ZERO TO ATD-HST 

dに関する解答群

ア ATD-OUT(IDX) イ HA ゥ W-MINUTE ェ W-TIME-ACCUM
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設問 2 C社では 22時以降の勤務を深夜手当の対象としている。勤務管理ファイルの

レコードに深夜勤務時間の領域を追加し，1か月の深夜勤務時間の合計も集計す

るようにプログラムを変更する。表 1中の仁ニニコに入れる正しい答えを解

答群の中から選べ。ここで，表1中のId |には設問1の正しい答えが入っ

ているものとする。

表1 プログラムの変更内容

＇ 

処置 変更内容

行番号 18と19の間
02 ATD-NIGHTSUM PIC 9(5). 

に追加

行番号 19と20の間
77 NIGHT-TIME PIC 9(4) VALUE 2200. 

に追加

行番号62を変更 MOVE ZERO TO ATD-SUM ATD-NIGHTSUM 

行番号73と74の間 IF ATD-OUT(IDX) > NIGHT-TIME THEN 
に追加 MOVE I e I TO W-TIME-FROM 

MOVE I f I TO W-TIME-ACCUM 

PERFORM CALC-PROC 

MOVE I d I TO ATD-NIGHTSUM 

END-IF 

e, fに関する解答群

ア ATD-IN(IDX)

工 ATD-SUM

イ ATD-NIGHTSUM

オ NIGHT-TIME

ウ ATD-OUT(IDX)

日

午
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問 11 次のJavaプログラムの説明及びプログラムを読んで，設問1,2に答えよ。

(Javaプログラムで使用する APIの説明は，この冊子の末尾を参照してください。）

〔プログラムの説明〕

D社では，利用者が入力した文字列を HTMLに埋め込むことによって，動的に

Webページを生成するアプリケーションを開発している。

このようなアプリケーションでは，利用者が入力した文字列を HTMLに埋め込む

際の処理が不適切な場合，情報漏えいの発生などシステムの安全な運用を脅かすおそ

れがある。

利用者が入力した文字列を HTMLに埋め込む前には，サニタイズすることが必要

である。サニタイズとは，システムの安全な運用を脅かす文字列を，無害な文字列に

変換することをいう。文字列の変換方法は，文字列を埋め込む場所によって異なる。

当該アプリケーションでは， HTMLのタグの間（ただし，“＜script>"と

"</script>"との間は除く）に文字列を埋め込むケースと， JavaScriptの文字列とし

て埋め込むケースの二つのケースでサニタイズする必要がある。サニタイズは，変換

前の文字列中の各文字を，それぞれ次のように変換することによって行うことにした。

(1) HTMLのタグの間に文字列を埋め込むケース

① 英数字と次に示す文字は，そのまま出力する。

!#$%()*+, -. : ;=?@[¥]"_-{I}~ 

② 表1に示す文字は，実体参照に変換する。

＇ 
表 1 文字と実体参照の対応

文字 実体参照

＜ &lt; 

＞ &gt; 

＆ &amp; 

’’ &quot; 

③ その他の文字は， “＆#ddd;"に変換する。ここで， dddは変換対象文字の文字

コードを表す，最大で 5桁の 10進数である。また，変換前の文字列に含まれる

各文字は，2バイトで表すことができるものとする。
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(2) JavaScriptの文字列として埋め込むケース

① 英数字は，そのまま出力する。

② 文字コードが 256未満の英数字以外の文字は，“＼xXX"に変換する。ここで，

xxは変換対象の文字の文字コードを表す， 2桁の 16進数である。

③ その他の文字は，“＼uXXXX"に変換する。ここで， xxxxは変換対象の文字

の文字コードを表す， 4桁の 16進数である。また，変換前の文字列に含まれる

各文字は， 2バイトで表すことができるものとする。

クラス Encoderは，サニタイズを行うクラスが継承する抽象クラスである。パプ

リックメソッド encodeは，引数で与えられた文字列をサニタイズし，結果を返す。

クラス HtmlEncoderは， HTMLのタグに埋め込む文字列をサニタイズするクラスで

ある。クラスJavaScriptEncoderは，JavaScriptの文字列として埋め込む文字列を

サニタイズするクラスである。

＇ 
〔プログラム 1〕

import java.util.HashMap; 
import j ava. util. Map; 

abstract public class Encoder { 

private Map<Character, String> conversionTable = 
new HashMap<Character, String>(); 

protected void addConversion(char c, Strings) { 
conversionTable.put(c, s); 

｝
 
protected void addN~on(char c) { 

conversionTable. ~; 

｝
 
protected void addNoConversion(char[] collection) { 

for (char c : collection) { 
addNoConversion(c); 

`
LJ
 

｝
 
abstract protected String encode(char c); 

public String encode(String s) { 
if (s == null) { 

return null; 
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｝
 

言言言三t = encode(c); 

｝ 
result+= t; 

｝ 
return result; 

｝ 
｝ 

〔プログラム 2〕

public class HtmlEncoder extends Encoder { 
private static String ALPHAS= "ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ"; 
private static String NUMERICS= "0123456789"; 
private static String PUNCTUATIONS= 

"!#$%()*+,-. :;=?@[¥¥]"_'{!}~"; 

public HtmlEncoder() { 
addNoConversion(ALPHAS.toCharArray()); 
addNoConversion(ALPHAS.toLowerCase().toCharArray()); 
addNoConversion(NUMERICS.toCharArray()); 
addNoConversion(PUNCTUATIONS.toCharArray()); 
addConversion ('<', "&l t; "); 
addConversion ('>', "&gt;"); 
addConversion('&', "&amp;"); 
addConversion('"', "&quot;"); 

｝ 

＇ 
pro：：ご巴巴「de(charc) { 

｝ 
｝ 

〔プログラム 3〕

public class JavaScriptEncoder extends Encoder { 
private static String ALPHAS= "ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ"; 
private static String NUMERICS= "0123456789"; 

public JavaScriptEncoder() { 
addNoConversion(ALPHAS.toCharArray()); 
addNoConversion(ALPHAS.toLowerCase().toCharArray()); 
addNoConversion(NUMERICS.toCharArray()); 

｝ 

protected String encode(char c) { 
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if (c ~ 256) { 

return String.format("¥¥x%02X", (int) c); 

｝ 
return String.format("¥¥u%04X", (int) c); 

｝
 

｝
 

設問 1 プログラム1~3中のI Iに入れる正しい答えを， 解答群の中から選べ。

aに関する解答群

ア clear()

ウ put(c,String.valueOf(c)) 

＇ 

bに関する解答群

ア： conversionTable.keySet()

イ： s.toCharArray()

ウ ＝0; c < s.length(); c++ 

エ＝ 0;s.indexOf(c) > 0; c++ 

cに関する解答群

ア addConversion(c,t) 

ウ conversionTable.get(c)

dに関する解答群

ア "&#"+(int) C + ";" 

ウ "¥¥u"+ (int) c 

イget(c)

エ remove(c)

イ addNoConversion(c)

エ conversionTable.remove(c)

イ"&#"+C + ";" 

工 "¥¥U"+ C 

eに関する解答群

ア ！＝ イ＜ ウ ＝＝ 工 ＞
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設問 2 プログラム 4を実行したときに，プログラム 2のメソッド encodeが呼び出さ

れる回数として正しい答えを，解答群の中から選べ。

ここで，プログラム 1~3中のI Iには正しい答えが入っているものと

する。

〔プログラム 4〕

public class HtmlEncoderTest { 
static public void main(String[] args) { 

new Html Encoder(). encode ("<script>alert ('注意！＇）； ＜／script>"); 
｝ 

｝ 

解答群

ア 0 イ 4 ウ 5 エ 13 オ 30

＇ 
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＇ 

問 12 次のアセンブラブログラムの説明及びプログラムを読んで，設問 1~3に答えよ。

〔プログラム 1,2の説明〕

非負整数 nについて，階乗の値F(n)を求める副プログラム FACTである。

F.(n) = 1 (n = 0, 1) 

F(n) = n X (n -1) X … Xl  (n~2) 

例えば， F(3)=3X2Xl=6である。

(1) FACTは， nが GRlに設定されて呼ばれ，計算結果を GR0に設定して呼出し

元に戻る。 nは， F(n)の値が 16ビット符号なし 2進整数の範囲に収まるように与

えられる。 FACTは副プログラム MULTを利用する。

(2) MUL Tは， 16ビット符号なし 2進整数同土の乗算を行う副プログラムであり，被

乗数と乗数がそれぞれ GR0, GR2に設定されて呼ばれ，乗算結果を GR0に設定して

呼出し元に戻る。乗算結果の桁あふれは発生しないものとする。

(3) 副プログラムから戻るとき，汎用レジスタ GRl~GR7の内容は元に戻す。

〔プログラム 1〕

（行番号）

1 FACT 

2 

3 

4 

5 

6 

7 NEXT 

8 LP ， 
10 

11 

12 FIN 

13 

14 

START 

RPUSH 

LD GR0,=1 

SUBL GRl,=1 

I a 

JUMP FIN 

LD GR2,=1 

LAD GR2,1,GR2 

CALL MULT 

l b 

JNZ LP 

RPOP 

RET 

END 
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〔プログラム 2〕

MULT START ；シフトによる乗算

RPUSH 

LD GR1,GR0 ；被乗数を GRlに保持

LD GR0,=0 乗算結果の初期化

LD GR3,=15 

LD GR2,GR2 

LP JZE FIN 

JPL CONT 

LD GR4,GR1 

| C 

ADDL GR0,GR4 

CONT LAD GR3,-1,GR3 

SLL GR2,1 

JUMP LP 

FIN RPOP 

RET 

END 

設問 1 プログラム 1,2中のI lに入れる正しい答えを 解答群の中から選べ。

aに関する解答群

ア JMI NEXT イ JNZ NEXT ウ JOV NEXT 

工 JPL NEXT オ JZE NEXT 

bに関する解答群

＇ ア ADDL GRl,=l イ LAD GRl,1,GRl ウ LD GRl,GRl 

工 SRL GRl,1 オ SUBL GRl,=1 

cに関する解答群

ア SLL GR0,0,GR3 イ SLL GR1,0,GR3 ウ SLL GR4,0,GR3 

工 SRL GR0,0,GR3 オ SRL GR1,0,GR3 力 SRL GR4,0,GR3 
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' 

設問 2 プログラム 1の FACTを使用して F(4)を求めるとき，行番号 12のRPOP命令

実行直前の GR2 に設定されている値として正しい答えを，解答群の中から選べ。

解答群

ア 1 イ 2 ウ 3 エ 4 オ 5

設問 3 F(n)は次のように再帰的に表現することができる。

F(n) = 1 (n=O, 1) 

F(n)=nXF(n-1) (n~2) 

上記に基づいて，プログラム 3の FACT2を作成した。ここで， FACT2は FACT

と同様に呼ばれる。また， FACT2に制御が移り，行番号 2の RPUSH命令を実行

した直後の SPの値を Bとする。

次の記述中のI Iに入れる正しい答えを解答群の中から選べ。

FACT2を使用して F(3)を求めるとき，行番号 11の命令を初めて実行した直

後の SPの値は| d |である。また，当該 SPで示される番地に格納されて

いる値叫 e |である。

〔プログラム 3〕

（行番号）

1 FACT2 START 

2 RPUSH 

3 CALL RSUB 再帰処理の本体を呼ぶ
4 RPOP 

5 RET 主プログラムヘ戻る
6 RSUB LD GR4,GR1 

7 SUBL GR4,=1 

8 JPL NEXT n~2 の場合 NEXT へ， LD GR0,=1 GR0← F(0), F(l)の値

10 RET 

11 NEXT PUSH 。,GRl
12 LAD GRl,-1,GRl 

13 CALL RSUB F(n-1)を計算
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14 POP GR2 

15 CALL MULT 

16 RET 

17 END 

dに関する解答群

ア B + 1 イ B + 2 ウ B 

工 B - 1 オ B - 2 

eに関する解答群

ア 1

イ 2

ウ 3

工 行番号4の命令が置かれたアドレス

オ 行番号 14の命令が置かれたアドレス

＇ 
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問 13 次の表計算のワークシート及びマクロの説明を読んで，設問 1~3に答えよ。

〔表計算の説明〕

ある会社では，社員ごとの社内向け学習教材の学習進捗状況を表計算ソフトで管理

している。

〔ワークシート：学習進捗管理（単元記述部分）〕

(1) 社員ごとにワークシート “学習進捗管理’'が用意され，学習進捗状況が記載さ

れる。ワークシート“学習進捗管理”の単元記述部分である列A~Gの例を，図 1

に示す。

A B ． C D E F G 

1 ID 単元名
項目学習 標準

学習開始日 学習完了日 判定
順序 日数

2 100 1．基礎理論 任意 10 2014-05-20 2014-05-29 

゜3 200 2.アルゴリズム 順次 15 2014-05-30 2014-06-20 △ 

4 300 3．コンピュータ構成要素 順次 15 2014-06-22 

5 400 4.システム構成要素 任意 25 

13 1200 12．企業と法務 任意 10 

注記列Cは設問 2で使用する。

図 1 ワークシート“学習進捗管理＂（単元記述部分）の例

＇ 

(2) 学習教材は 12の単元から構成されており，単元にはそれぞれ固有の IDが割り

振られている。

(3) セルA2~A13には，単元の IDが昇順に格納されている。単元の IDは100から

昇順に 100刻みで付与されている。

(4) セルB2~B13には，単元名が格納されている。

(5) 各単元は複数の項目から構成されている。セル C2~C13には，単元に含まれる

項目の学習順序（以下，項目学習順序という）が格納されている。セルの値が“任

意’'の場合はどの項目から学習してもよいことを示し，セルの値が‘‘順次”の場合

は各項目を項目の IDが小さいものから順番に学習しなければならないことを示し
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ている。

(6) セルD2~Dl3には，その単元の学習を開始してから完了するまでの学習に要す

る標準的な日数（以下，標準日数という）が格納されている。

(7) セル E2~El3とセル F2~Fl3には，それぞれ対応する単元の学習を開始した

日（以下，学習開始日という），学習を完了した日（以下，学習完了日という）が

それぞれマクロ Startlearningと FinishLearningを用いて設定される。日付は

yyyy-mm-ddの形式で表示されるが，表計算ソフトの内部では 1970年 1月 1日から

の経過日数を整数値で保持している。計算にはこの内部の整数値を利用する。

(8) セル G2~Gl3には，それぞれの単元の学習に関する判定結果が表示される。学

習完了日が設定されたとき，学習に要した日数が標準日数以下の場合には “O"が

表示され，そうでなければ“△”が表示される。学習開始日も学習完了日も学習に

要した日数に含まれる。ここで，休日は考慮せず，休日も 1日と数える。例えば，

学習開始日が2014年 5月10日で学習完了日が2014年 5月12日の場合，学習に要

した日数は 3である。また，学習完了日が設定されていない場合には空値が表示さ

れる。

設問 1 ワークシート“学習進捗管理”に関する次の記述中のI |iこ入れる正

しい答えを解答群の中から選べ。

それぞれの単元の学習が標準日数内に完了したかどうかを表示するために次

の式をセルG2に入力し，セルG3~G13に複写する。

IF(F2 =null,~) 

aに関する解答群

ア IF(F2-E2+ 1 ~ D2,'0','• '),null 

イ IF(F2-E2~ D2,'0','• '),null 

ウ IF(F2-E2-l~D2,'0','• '),null 

工 null,IF(F2 -E2 + 1 ~ D2,'0','△') 

才 null,IF(F2 -E窪 D2,'0','△')

力 null,IF(F2 -E2 -1 ~ D2,'0','△') 

＇ 
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〔ワークシート：学習進捗管理（項目記述部分）〕

(1) この学習教材の項目の総数は 52である。ワークシート “学習進捗管理”の項目

記述部分である列I~Mの例を，図2に示す。

I J K L M N 

゜1 ID 項目名
学習開始

学習開始日 学習完了日 登録
可能

I 

2 101 1.1離散数学 可 2014-05-20 2014-05-23 301 
I 

3 102 1.2応用数学 可 2014-05-23 2014-05-23 
I 

4 103 1.3情報通信 可 2014-05-22 2014-05-23 
I 

5 104 1.4計測制御 可 2014-05-25 2014-05-29 
l 

6 201 2.1データ構造 可 2014-05-30 2014-06-02 

7 202 2.2アルゴリズム 可 2014-06-03 2014 

8 203 2.3プログラミ ング 可 2014-06-12 2014-06-20 

， 301 3.1プロセッサ 可 2014-06-22 
I 

10 302 3.2メモリ 不可
I 

11 303 3.3入出力装置 不可

＇ 12 401 4.1システムの構成 不可

＇ ： 
＇ 53 1203 12.3法務 不可

注記列0は設問 3で使用する。

図2 ワークシート “学習進捗管理＂（項目記述部分）の例

＇ 

(2) セル 12~153には，項目の IDが昇順に格納されている。項目の IDは，その項

目が属する単元のIDの下2桁を 01から始まる連番にしたものである。

(3) セルJ2~J53には，項目名が格納されている。

(4) セルK2~K53には，それぞれの項目が学習開始可能であれば“可”が表示され，

そうでなければ“不可”が表示される。学習開始可能であるとは，次の条件①，

②をともに摘たしていることをいう。

① 項目が属する単元が学習開始可能である。単元が学習開始可能であるとは単

元の IDが 100であるか，又は，より小さい IDの単元の学習が全て完了してい

ることをいう。

② 次の条件(a)又は(b)のどちらかを満たしている。

(a) 項目が属する単元の項目学習順序が“任意’'である。
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(b) 項目が属する単元の項目学習順序が‘‘順次”であり，その項目の IDの下 2

桁が01であるか，又は，その単元の中でより小さい IDの項目の学習が全て完

了している。

(5) セルL2~L53とセルM2~M53には，それぞれ対応する項目の学習開始日，学

習完了日がそれぞれマクロ StartLearningとマクロ FinishLearningを用いて設

定される。

設問 2 ワークシート“学習進捗管理”に関する次の記述中のI Iに入れる正

しい答えを，解答群の中から選べ。

(1) それぞれの項目が学習開始可能か否かを表示するためにセル K2に“可”

を入力する。

(2) 次の式をセルK3に入力し，セルK4~K53に複写する。

IF（論理積（

論理和（

切捨て(13,-2) = 100, 

表引き($F$2~$F$13,~,l)キnull),

論理和（

垂直照合（切捨て(13,-2), $A$2~$C$13,3,0)=~, 

剰余(13,100) = 1, 

| d |)), 

'可','不可')

bに関する解答群

ア 照合一致（切捨て(12,-2), $A$2~$A$13, 0) 

イ 照合一致（切捨て(12,-2), $A$2~$A$13, 0)-1 

ウ 照合一致（切捨て(12,-2), $A$2~$A$13, 0) + 1 

工照合一致（切捨て(13,-2), $A$2~$A$13, 0) 

才照合一致（切捨て(13,-2), $A$2~$A$13, 0)-1 

力 照合一致（切捨て(13,-2), $A$2~$A$13, 0) +1 

＇ 
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cに関する解答群

ア ＇順次'

dに関する解答群

ア L3=null 

工 M2キnull

イ ＇任意'

イ L3中 null

オ M3=null 

ウ M2=null 

カ M3中 null

設問 3 学習開始日を設定するマクロ StartLearningと学習完了日を設定するマクロ

Finish Learningをワーク シー ト“学習進捗管理”に格納した。マクロ

StartLearning中のI Iに入れる正しい答えを解答群の中から選べ。

(1) セル 02に学習を開始する項目の IDを入力し，マクロ Startlearningを

実行すると，次の①，②をともに満たす場合，対応する項目の学習開始日に

マクロが実行された日付を設定する。

① その項目が学習開始可能である。

② その項目の学習開始日が空値である。

また，その項目が属する単元の学習開始日が空値ならば，単元の学習開始日

にもマクロが実行された日付を設定する。

(2) マクロ Startlearningの実行時のセル 02には，セル 12~153にあるいず

れかの項目の IDが正しく入力されているものとする。

(3) マクロ StartLearningでは，マクロの実行日を取得するために表 1に示す

関数を用いる。

＇ 
表 1 マクロ StartLearningで用いる関数

書式 1 説明

本日()|1970年 1月 1日からこの関数を実行した日までの経

過日数を整数値で返す。
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〔マクロ： StartLearning〕

0マクロ： StartLearning
〇数値型：ItemRow,UnitRow 

• ItemRow←照合一致（02,I2~!53, 0) 

• UnitRow←照合一致（切捨て(02, -2), A2~A13, 0) 

▲論理積(| e |) 
・相対(Ll,ItemRow, 0)←本日（）

：閂儡言：：：ご。冗王u亡ェコ
• 

eに関する解答群

ア表引き(K2~K53,ItemRow, 1) ='可＇，表引き (E2~E13,UnitRow, 1) = null 

イ表引き(K2~K53,ItemRow, 1) =’可＇，表引き (E2~E13,UnitRow, 1)キ null

ウ表引き(K2~K53,ItemRow, 1) =’可＇，表引き (L2~L53,ItemRow, 1) = null 

工表引き(K2~K53,ItemRow, 1) ='可’，表引き(L2~L53,ItemRow, 1)キ null

才表引き(K2~K53,ItemRow, 1) =’不可＇，表引き (E2~E13,UnitRow, 1) = null 

力表引き(K2~K53,ItemRow, 1) ='不可＇ ，表引き(E2~E13,UnitRow, 1)キ null

キ表引き(K2~K53,ItemRow, 1) =’不可＇，表引き (L2~L53,ItemRow, 1) = null 

ク 表引き(K2~K53,ItemRow, 1) ='不可＇，表引き (L2~L53,ItemRow, 1)キ null

fに関する解答群

ア 表引き(E2~E13,ItemRow, 1) イ 表引き(F2~F13,ItemRow, 1) 

ウ 表引き(F2~F13,UnitRow, 1) 工 表引き(L2~L53,ItemRow, 1) 

オ 表引き(L2~L53,UnitRow, 1) 力 表引き(M2~M53,ItemRow, 1) 

キ 表引き(M2~M53, UnitRow, 1) 
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■Javaプログラムで使用するAPIの説明

java.lang 
public final class String 

クラス Stringは文字列を表す。

メソッド
・-------------------

static public String format(String format, Object... args) 

指定された書式文字列と引数を使って，フォーマットされた文字列を返す。

引数： format一 書式文字列

args一書式文字列の書式指示子により参照される引数

戻り値：フォーマットされた文字列
----------------------------·~ ----
public int indexOf(int ch) 

指定された文字が，この文字列中で最初に出現する位置のインデックスを返す。

引数： chー文字

戻り値：指定された文字が最初に出現する位置のインデックス

この文字列中に指定された文字がなければ ー1
---•~ ---------------------------
public int length() 

この文字列の長さを返す。

戻り値 ：この文字列の長さ
-------------------------------• 

public char [] toCharArray() 

この文字列を文字配列に変換する。

戻り値：この文字列の文字の並びが格納されている文字配列
-------------------------------------------------------------------
public String toLowerCase() 

この文字列内の全ての大文字を，小文字に世き換えた文字列を返す。

戻り値：この文字列内の全ての大文字を小文字に置き換えた文字列
--------------------------------------------------------------------------------------------------------

static public String valueof(char ch) 

指定された文字の文字列表現を返す。

引数： chー文字

戻り値：文字 chの文字列表現

園

午
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java.util 

public interface Map<K, V> 

型 Kのキーに型 Vの値を対応付けて保持するインタフェースを提供する。各キーは，一つの

値としか対応付けられない。

メソッド
・-----------------------------

public void clear() 

保持しているキーと値の対応付けを，全て削除する。
• ---------------------------------------------------------
public V get(Object key) 

指定されたキーに対応付けられた値を返す。

引数 ： keyー キー

戻り値 ：指定されたキーに対応付けられた型Vの値

このキーと値の対応付けがなければ null
-----------------------------------------
public Set<K> keySet() 

登録されているキーの集合を返す。

戻り値：登録されているキーの集合
-----------------------------------------
public V put(K key, V value) 

指定されたキーに指定された値を対応付けて登録する。 このキーが既にほかの値と対応付け

られていれば，その値は指定された値に置き換えられる。

引数 ： keyー キー

value-—値

戻り値：指定されたキーに対応付けられていた型 Vの古い値

このキーと値の対応付けがなければ null
-----------------------------------------------------------------• 

public V remove(Object key) 

指定されたキーの対応付けが登録されていれば，削除する。

引数： keyー キー

戻り値：指定されたキーに対応付けられていた型 Vの値

このキーと値の対応付けがなければ null

java.util 

public class HashMap<K, V> 

インタフェースMapのハッシュを用いた実装である。

メソッドの説明は，イ ンタフェースMapの項を参照

コンス トラクタ
--------- ---- - ------------囀

public hashMap() 

空のHashMapを作る。

java.util 

public interface Set<E> 

型 Eの要素を集合 （セット）として管理するイ ンタフェースを提供する。

Java.lang.Iterableを継承する。
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■アセンブラ言語の仕様

1. システム COMETIIの仕様

1.1 ハードウェアの仕様

(1) 1語は16ビットで，そのビット構成は，次のとおりである。

上位8ピット

12 11 10 3
 

ー
―

―

 

、・j

゜
．．
 負非

’
 

ー．．
 負（

 
号

1

5

:

 

，
 

8
 

7
 

6
 

5
 

下位8ビット
一人

4 3 2 ー

゜
＇（ピット番号）

l 

(2)主記憶の容量は65536語で，そのアドレスは0~65535番地である。

(3)数値は， 16ビットの2進数で表現する。負数は， 2の補数で表現する。

(4)制御方式は逐次制御で，命令語は1語長又は2語長である。

(5) レジスタとして， GR(16ビット） ，SP(16ビット）， PR(16ビット），
ト）の4種類がある。

GR（汎用レジスタ， GeneralRegister)は， GR0~GR7の 8個があり，

比較，シフトなどの演算に用いる。このうち， GRl~GR7のレジスタは，

(index register)としてアドレスの修飾にも用いる。

SP（スタックポインタ， StackPointer)は，スタックの最上段のアドレスを保持して
いる。

PR（プログラムレジスタ，

レスを保持している。

FR（フラグレジスタ， FlagRegister)は， OF(Overflow Flag), SF (Sign Flag), ZF 
(Zero Flag)と呼ぶ3個のビットからなり，演算命令などの実行によって次の値が設定され
る。これらの値は，条件付き分岐命令で参照される。

FR (3ビッ

算術，論理

指標レジスタ

Program Register)は，次に実行すべき命令語の先頭アド

算術演算命令の場合は，演算結果が一32768~32767に収まらなくなったとき 1にな
OF り，それ以外のとき 0になる。論理演算命令の場合は，演算結果が0~65535に収まら

なくなったとき 1になり，それ以外のとき 0になる。

SF 演算結果の符号が負（ピット番号 15が1)のとき 1,それ以外のとき 0になる。

ZF 演算結果が零（全部のピットが0)のとき 1,それ以外のとき0になる。

(6)論理加算又は論理減算は，被演算データを符号のない数値とみなして，加算又は減算
する。

1.2 命令

命令の形式及びその機能を示す。ここで，一つの命令コードに対し 2種類のオペランド

がある場合，上段はレジスタ間の命令， 下段はレジスタと主記憶間の命令を表す。

いi:ぺ：ンド］ 命令の説明 IFRの日
命 令

(1) ロード，
ロ ド rl, r2 rl ← (r2) 

LD LoaD r,adr [,x] r ← （実効アドレス） 〇*1

ストア
STore ST r,adr [,x] 実効アドレス ← (r) 

ロ ドアドレス
Load ADdress LAD r,adr [,x] r ←実効アドレス

ストア， ロードアドレス命令
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(2) 算術，論理演算命令

算術加算
ADDA 

rl,r2 rl ← (rl) + (r2) 

ADD Arithmetic r,adr [,x] r ← (r) +（実効アドレス）

論理加算
ADDL 

rl,r2 rl ← (rl) + 1 (r2) 

ADD Logical r,adr [,x] r ← (r) +L（実効アドレス）

゜算術減算 r1,r2 rl ← (rl) - (r2) 

SUBtract Arithmetic 
SUBA 

r,adr [,x] r ← (r)一 （実効アドレス）

論理減算
SUBL 

r1,r2 rl ← (rl) - L (r2) 

SUBtract Logical r,adr [,x] r ← (r) - L （実効アドレス）

論理積
AND 

r1,r2 rl ← (rl) AND (r2) 

AND r,adr [,x] r ← (r) AND（実効アドレス）

論理和
OR 

r1,r2 rl ← (rl) OR (r2) 
〇*1

OR r,adr [,x] r ← (r) OR（実効アドレス）

排他的論理和
XOR 

rl, r2 rl ← (rl) XOR (r2) 

exclusive OR r,adr [,x] r ← (r) XOR（実効アドレス）

(3) 比較演算命令
(rl)と (r2), 又は（r)と（実効アドレ

rl,r2 ス）の算術比較又は論理比較を行い，比較

算術比較
CPA 

結果によって， FRに次の値を設定する。

ComPare Arithmetic 比較結果
FRの値

r,adr [,x] SF ZF 

(rl) > (r2) 

゜゜
〇*1

(r) >（実効アドレス）
rl,r2 (rl) = (r2) 

論理比較 （r) ＝ （実効アドレス） ゜
1 

ComPare Logical 
CPL 

(rl) < (r2) 
r,adr [,x] 

(r) <（実効アドレス）
1 

゜
(4) シフ ト演算命令

算術左シフト
SLA r,adr [,x] 

符号を除き（r) を実効アドレスで指定

Shift Left Arithmetic したビット数だけ左又は右にシフトする。

算術右シフト
シフトの結果，空いたピット位置には，

SRA r,adr [,x] 左シフトのときは 0,右シフトのときは符
Shift Right Arithmetic 

号と同じものが入る。 〇*2

論理左シフト SLL r,adr [,x] 
符号を含み (r) を実効アドレスで指定

Shift Left Logical したピット数だけ左又は右にシフ トする。

論理右シフト
SRL r,adr [,x] 

シフトの結果，空いたビット位置には 0

Shift Right Logical が入る。

(5) 分岐命令

正分岐
JPL adr [, x] 

FRの値によって，実効アドレスに分岐す

Jump on Plus る。分岐しないときは，次の命令に進む。

負分岐
JMI adr [, x] 命令

分岐するときの FRの値
Jump on Minus OF SF ZF 

非零分岐
JNZ adr [, x] JPL 

゜゜Jump on Non Zero JMI 1 

零分岐 JZE adr [, x] JNZ 

゜Jump on ZEro JZE 1 

オーバフロー分岐
JOV adr [, x] JOV 1 

Jump on overflow 
無条件分岐

JUMP adr [, x] 無条件に実効アドレスに分岐する。
unconditional JUMP 
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(6) スタック操作命令

プッシュ
PUSH 

ポップ
POP 

(7) コール，

コール
CALL subroutine 

リターン
RETurn from subroutine 

(8) その他

スーババイザコール
Supervisor Call 

ノーオペレーション
No OPeration 

（注） r, rl, r2 

adr 

X 

］ 

（）  

実効アドレス
← 

五，一L

FRの設定

PUSH adr [, x] 

POP r 

CALL adr [,x] 

RET 

SVC adr [, x] 

NOP 

SP ← (SP) -L  1, 

(SP)←実効アドレス
r ← ((SP)), 

SP ← (SP) +L  1 

SP ← (SP)コ 1,

(SP)← (PR), 

PR ← 実効アドレス
PR ← ((SP)), 

SP ← (SP) +i,_ 1 

実効アドレスを引数として割出しを行
う。実行後の GRとFRは不定となる。

何もしない。

いずれも GRを示す。指定できる GRはGR0~GR7

アドレスを示す。指定できる値の範囲は0~65535

指標レジスタとして用いる GRを示す。指定できる GRはGRl~GR7

［ ］内の指定は省略できることを示す。

（ ）内のレジスタ又はアドレスに格納されている内容を示す。
adrとXの内容との論理加算値又はその値が示す番地

演算結果を，左辺のレジスタ又はアドレスに格納することを示す。
論理加算，論理減算を示す。
0 :設定されることを示す。

〇＊1:設定されることを示す。ただし， OFには 0が設定される。
〇＊2:設定されることを示す。ただし， OFにはレジスタから最後に送り出

されたビットの値が設定される。
：実行前の値が保持されることを示す。

1.3 文字の符号表

(1) JIS X 0201ラテン文字 ・片仮名用 8ビット符号

で規定する文字の符号表を使用する。

(2)右に符号表の一部を示す。 1文字は 8ビットか

らなり， 上位 4ビットを列で，下位 4ビットを行

で示す。例えば，間隔， 4,H, ¥のビット構成は，

16進表示で，それぞれ20, 34, 48, 5Cである。

16進表示で，ビット構成が21~7E （及び表では

省略している Al~DF)に対応する文字を図形

文字という。図形文字は，表示（印刷）装置で，

文字として表示（印字）できる。

(3) この表にない文字とそのビット構成が必要な場

合は，問題中で与える。
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宕

゜1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 ， 
10 
11 
12 

13 

14 

15 

02 

間隔
！ 
" 

＃ 

＄ 
％ 

＆ 
， 

（ 

） 
＊ 

＋ 

， 

／ 

03 

゜1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 ， 
： 
， ． 
＜ 

＝ 
＞ 

？ 

04 05 06 07 

＠ p p 
A Q a q 
B R b r 

C s C s 

D T d t 
E u e u 

F V f V 

G w g w 
H X h X 

I Y i y 
J z i z 

K ［ k ｛ 
L ¥ l | 
M ］ m ｝ 
N 

＾ 
n ～ 

゜ ゜



2. アセンプラ言語 CASLIIの仕様

2.1 言語の仕様

(1) CASLIIは， COMETIIのためのアセンプラ言語である。

(2) プログラムは，命令行及び注釈行からなる。

(3) 1命令は1命令行で記述し，次の行へ継続できない。

(4)命令行及び注釈行は，次に示す記述の形式で，行の 1文字目から記述する。

三：：竺::I::口]{9日メロ三ら心：｛］：／昌言［コメント］］ 

（注） ［ ］ ［ ］内の指定が省略できることを示す。

｝ ｛ ｝内の指定が必須であることを示す。
ラベル その命令の（先頭の語の）アドレスを他の命令やプログラムから参照するための

名前である。長さは 1~8文字で，先頭の文字は英大文字でなければならない。

以降の文字は，英大文字又は数字のいずれでもよい。なお，予約語である GR0~

GR7は，使用できない。

空白 1文字以上の間隔文字の列である。

命令コード命令ごとに記述の形式が定義されている。

オペランド命令ごとに記述の形式が定義されている。

コメント 覚え書きなどの任意の情報であり，処理系で許す任意の文字を書くことができる。

2.2 命令の種類

命令は， 4種類のアセンブラ命令 (START, END, DS, DC), 4種類のマクロ命令 (IN,

OUT, RPUSH, RPOP)及び機械語命令 (COMETIIの命令）からなる。その仕様を次に示す。

命令の種類 ラベル
命令

オペランド 機能
コード

プログラムの先頭を定義

ラベル START ［実行開始番地］
プログラムの実行開始番地を定義
他のプログラムで参照する入口名

アセンブラ命令 を定義
END プログラムの終わりを明示

［ラベル］ DS 語数 領域を確保

［ラベル］ DC 定数［，定数］… 定数を定義

［ラベル］ IN 入力領域，入力文字長領域 入力装置から文字データを入力

［ラベル］ OUT 出力領域，出力文字長領域 出力装置へ文字データを出力
マクロ命令 ［ラベル］ RPUSH GRの内容をスタックに格納

［ラベル］ RPOP スタックの内容を GRに格納

機械語命令 ［ラベル］ (「1.2 命令」を参照）

2.3 アセンプラ命令

アセンブラ命令は，アセンプラの制御などを行う。

(1) | sTART I ［実行開始番地］ I 
START命令は， プログラムの先頭を定義する。

実行開始番地は，そのプログラム内で定義されたラベルで指定する。指定がある場合は

その番地から，省略した場合は START命令の次の命令から，実行を開始する。

また，この命令につけられたラベルは，他のプログラムから入口名として参照できる。
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(2) | END | | 
END命令は，プログラムの終わりを定義する。

(3) | DS I語数 I 
DS命令は，指定した語数の領域を確保する。

語数は， 10 進定数（~O) で指定する。語数を 0 とした場合，領域は確保しないが，ラ
ベルは有効である。

(4) ~定数［，定数］… I 
DC命令は，定数で指定したデータを（連続する）語に格納する。

定数には， 10進定数， 16進定数，文字定数，アドレス定数の4種類がある。

定数の種類 書き方 命令の説明

10進定数
nで指定した 10進数値を，1語の 2進数データとして格納する。ただし， n

n 
がー32768~32767の範囲にないときは，その下位16ピットを格納する。

16進定数 #h 
hは4けたの 16進数（16進数字は 0~9,A~F)とする。 hで指定した
16進数値を 1語の2進数データとして格納する (0000~ h ~ FFFF)。

文字列の文字数（＞0)分の連続する領域を確保し，最初の文字は第 1語

の下位 8ピットに， 2番目の文字は第 2語の下位 8ピットに，…と順次文
文字定数 ＇文字列＇ 字データとして格納する。各語の上位8ビットには0のピットが入る。

文字列には，間隔及び任意の図形文字を書くことができる。ただし，アポ
ストロフィ（＇）は 2個続けて書く。

アドレス定数 ラベル ラベルに対応するアドレスを 1語の 2進数データとして格納する。

2.4 マクロ命令

マクロ命令は，あらかじめ定義された命令群とオペランドの情報によって，目的の機能
を果たす命令群を生成する（語数は不定）。

(1) | IN I入力領域，入力文字長領域 I 
IN命令は，あらかじめ割り当てた入力装置から，1レコードの文字データを読み込む。

入力領域は， 256語長の作業域のラベルであり，この領域の先頭から， 1文字を 1語に

対応させて順次入力される。レコードの区切り符号（キーボード入力の復帰符号など）は，

格納しない。格納の形式は， DC命令の文字定数と同じである。入カデータが256文字に

満たない場合入力領域の残りの部分は実行前のデータを保持する。入カデータが 256文

字を超える場合，以降の文字は無視される。

入力文字長領域は， 1 語長の領域のラベルであり，入力された文字の長さ（~o) が 2
進数で格納される。ファイルの終わり (endof file)を検出した場合は， ー1が格納される。

IN命令を実行すると， GRの内容は保存されるが， FRの内容は不定となる。

(2) | OUT I出力領域，出力文字長領域 I 
OUT命令は，あらかじめ割り当てた出力装置に，文字データを， 1レコードとして書き

出す。

出力領域は，出力しようとするデータが 1文字 1語で格納されている領域のラベルであ

る。格納の形式は， DC命令の文字定数と同じであるが，上位 8ビットは， OSが無視する

ので 0でなくてもよい。

出力文字長領域は， 1 語長の領域のラベルであり，出力しようとする文字の長さ（~0)
を2進数で格納しておく。

OUT命令を実行すると，GRの内容は保存されるが，FRの内容は不定となる。
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(3) | RPUSH | | 
RPUSH命令は， GRの内容を， GRl, GR2,…,GR7の順序でスタックに格納する。

(4) | RPOP | | 
RPOP命令は，スタックの内容を順次取り出し，GR7,GR6,…,GRlの順序で GRに格納

する。

2.5 機械語命令

機械語命令のオペランドは，次の形式で記述する。

r, rl, r2 
X 

adr 

2.6 その他

GRは，記号 GR0~ GR7で指定する。
指標レジスタとして用いる GRは，記号 GRl~GR7で指定する。
アドレスは， 10進定数，16進定数，アドレス定数又はリテラルで指定する。
リテラルは， 一つの 10進定数， 16進定数又は文字定数の前に等号（＝）を付けて
記述する。 CASLilは，等号の後の定数をオペランドとする DC命令を生成し，そ
のアドレスを adrの値とする。

(1)アセンブラによって生成される命令語や領域の相対位置は，アセンプラ言語での記述

順序とする。ただし， リテラルから生成される DC命令は， END命令の直前にまとめて配

置される。

(2)生成された命令語，領域は，主記憶上で連続した領域を占める。

3. プログラム実行の手引
3.1 OS 

プログラムの実行に関して，次の取決めがある。

(1)アセンプラは，未定義ラベル（オペラン ド欄に記述されたラベルのうち，そのプログ

ラム内で定義されていないラベル）を，他のプログラムの入口名 (START命令のラベ

ル）と解釈する。この場合，アセンブラはアドレスの決定を保留し，その決定を OSに任

せる。 OSは，実行に先立って他のプログラムの入口名との連係処理を行いアドレスを決

定する（プログラムの連係）。

(2)プログラムは， OSによって起動される。プログラムがロードされる主記憶の領域は不

定とするが，プログラム中のラベルに対応するアドレス値は， OSによって実アドレスに

補正されるものとする。

(3)プログラムの起動時に， OSはプログラム用に十分な容量のスタック領域を確保し，そ

の最後のアドレスに 1を加算した値を SPに設定する。

(4) OSは，CALL命令でプログラムに制御を渡す。プログラムを終了し OSに制御を戻す

ときは， RET命令を使用する。

(5) IN命令に対応する入力装置，OUT命令に対応する出力装置の割当ては，プログラムの

実行に先立って利用者が行う。

(6) OSは，入出力装置や媒体による入出力手続の違いを吸収し，システムでの標準の形式

及び手続（異常処理を含む）で入出力を行う。したがって， IN,OUT命令では，入出力

装置の違いを意識する必要はない。

3.2 未定義事項
プログラムの実行等に関し，この仕様で定義しない事項は，処理系によるものとする。
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表計算ソフトの機能・用語（基本情報技術者試験用）

表計算ソフトの機能，用語などは，原則として次による。
199 9 

なお，ワークシートの保存，読出し，印刷罫線作成やグラフ作成など，ここで示す以外の機能

などを使用するときには，問題文中に示す。

1. ワークシート

(1) 列と行とで構成される升目の作業領域をワークシートという。ワークシー トの大きさは256

列，10,000行とする。

(2) ワークシートの列と行のそれぞれの位置は，列番号と行番号で表す。列番号は，最左端列の

列番号を Aとし， A,B,…,Z, AA, AB,…,AZ, BA, BB, • ・・, BZ,…, IU, IVと表す。

行番号は最上端行の行番号を 1とし，1,2,…,10000と表す。

(3) 複数のワークシートを利用することができる。このとき，各ワークシートには一意のワーク

シート名を付けて，他のワークシートと区別する。

2 セルとセル範囲

(1) ワークシートを構成する各升をセルという。その位置は列番号と行番号で表し，それをセル

番地という。

［例］列A行 1にあるセルのセル番地は，Alと表す。

(2) ワークシート内のある長方形の領域に含まれる全てのセルの集まりを扱う場合，長方形の左

上端と右下端のセル番地及び“~”を用いて， “左上端のセル番地～右下端のセル番地”と表す。

これを，セル範囲という。

［例］左上端のセル番地がAlで，右下端のセル番地がB3のセル範囲は， Al~B3と表す。

(3) 他のワークシートのセル番地又はセル範囲を指定する場合には，ワークシート名と“!”を用

い，それぞれ“ワークシート名 ！セル番地”又は “ワークシート名 ！セル範囲’'と表す。

［例］ワークシート“シー ト1"のセル範囲 B5~GlOを，別のワークシートから指定する場合

には，シート1!B5~GlOと表す。

3. 値と式

(1) セルは値をもち，その値はセル番地によって参照できる。値には，数値，文字列，論理値及

び空値がある。

(2) 文字列は一重引用符“'”で囲って表す。

［例］文字列 “A","BC’'は，それぞれ 'A','BC'と表す。

(3) 論理値の真をtrue,偽をfalseと表す。

(4) 空値を nullと表し，空値をもつセルを空白セルという。セルの初期状態は，空白セルとする。

I
‘. 
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(5) セルには，式を入力することができる。セルは，式を評価した結果の値をもつ。

(6) 式は，定数，セル番地演算子，括弧及び関数から構成される。定数は，数値，文字列，論

理値又は空値を表す表記とする。式中のセル番地は，その番地のセルの値を参照する。

(7) 式には，算術式文字式及び論理式がある。評価の結果が数値となる式を算術式，文字列と

なる式を文字式，論理値となる式を論理式という。

(8) セルに式を入力すると，式は直ちに評価される。式が参照するセルの値が変化したときには，

直ちに適切に再評価される。

4. 演算子

(1) 単項演算子は，正符号‘‘+'’及び負符号 “―’'とする。

(2) 算術演算子は，加算“+'＇，減算“-”，乗算 ‘‘*'＇，除算“/”及びべき乗‘‘̂ ’'とする。

(3) 比較演算子は，より大きい“>”，より小さい“<’［以上“こ’＇，以下‘＇二’'，等しい“=' ’

及び等しくない“=I=’'とする。

(4) 括弧は丸括弧“("及び“)”を使う。

(5) 式中に複数の演算及び括弧があるときの計算の順序は，次表の優先順位に従う。

演算の種類 演算子 優先順位

括弧 （） 高

べき乗演算

I 単項演算 +, -

乗除演算 ＊，／ 

加減演算 十一， 

比較演算 ＞，＜，こ，二，＝，キ 低

5. セルの複写

(1) セルの値又は式を，他のセルに複写することができる。

(2) セルを複写する場合で，複写元のセル中にセル番地を含む式が入力されているとき，複写元

と複写先のセル番地の差を維持するように，式中のセル番地を変化させるセルの参照方法を相

対参照という。この場合，複写先のセルとの列番号の差及び行番号の差を，複写元のセルに入

力された式中の各セル番地に加算した式が，複写先のセルに入る。

［例］セルA6に式 Al+5が入力されているとき，このセルをセルB8に複写すると， セル B8

には式 B3+ 5が入る。

(3) セルを複写する場合で，複写元のセル中にセル番地を含む式が入力されているとき，そのセ

ル番地の列番号と行番号の両方又は片方を変化させないセルの参照方法を絶対参照という。絶

対参照を適用する列番号と行番号の両方又は片方の直前には“$”を付ける。

［例］セル Blに式＄A$1+ $A2 + A$5が入力されているとき，このセルをセル C4に複写す
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ると，セル C4には式＄A$1+ $A5 + B$5が入る。

(4) セルを複写する場合で，複写元のセル中に，他のワークシートを参照する式が入力されてい

るとき，その参照するワークシートのワークシート名は複写先でも変わらない。

［例］ワークシート“シート2” のセルA6に式シートl!Alが入力されているとき，このセル

をワークシート“シート3"のセル B8に複写すると，セルB8には式シート1!B3が入

る。

6 関数

式には次の表で定義する関数を利用することができる。

書式 解 説

合計（セル範囲＂）
セル範囲に含まれる数値の合計を返す。
［例］合計 (Al~B5)は， セル範囲Al~B5に含まれる数値の合計を返す。

平均（セル範囲＂） セル範囲に含まれる数値の平均を返す。

標本標準偏差（セ
セル範囲に含まれる数値を標本として計算した標準偏差を返す。

ル範囲'))

母標準偏差（セル
セル範囲に含まれる数値を母集団として計算した標準偏差を返す。

範囲＂）

最大（セル範囲')) セル範囲に含まれる数値の最大値を返す。
最小（セル範囲')) セル範囲に含まれる数値の最小値を返す。

IF（論理式，式1,
論理式の値がtrueのとき式 1の値を，falseのとき式 2の値を返す。

［例］ IF(B3> A4,'北海道 ',C4)は，セルB3の値がセルA4の値より大きい
式2)

とき文字列‘‘北海道”を，それ以外のときセル C4の値を返す。
個数（セル範囲） セル範囲に含まれるセルのうち，空白セルでないセルの個数を返す。

セル範囲に含まれるセルのうち，検索条件の記述で指定された条件を満たすセ

ルの個数を返す。検索条件の記述は比較演算子と式の組で記述し，セル範囲に
条件付個数（セル 含まれる各セルと式の値を，指定した比較演算子によって評価する。
範囲，検索条件の ［例1]条件付個数 (H5~L9,>A1)は，セル範囲 H5~L9のセルのうち，
記述） セルAlの値より大きな値をもつセルの個数を返す。

［例2]条件付個数 (H5~L9,='A4')は，セル範囲H5~L9のセルのうち，

文字列 ‘‘A4"をもつセルの個数を返す。

算術式の値以下で最大の整数を返す。
整数部（算術式） ［例1]整数部 (3.9)は， 3を返す。

［例2]整数部 (-3.9)は， ー4を返す。

算術式1の値を被除数，算術式2の値を除数として除算を行ったときの剰余を

剰余（算術式1，算 返す。関数“剰余”と‘‘整数部’'は，剰余（x,y)=x-y*整数部 (x/y)と

術式2) いう関係を満たす。

［例1]剰余（10,3)は， 1を返す。

［例2]剰余(-10,3)は， 2を返す。

平方根（算術式）
算術式の値の非負の平方根を返す。算術式の値は，非負の数値でなければなら
ない。

論理積（論理式1, 論理式1,論理式2,・・・の値が全て trueのとき，trueを返す。それ以外のときfalse
論理式2,…)2) を返す。

論理和（論理式1, 論理式1,論理式2,…の値のうち，少なくとも一つがtrueのとき，trueを返す。
論理式2,…)2) それ以外のときfalseを返す。

否定（論理式） 論理式の値がtrueのときfalseを，falseのときtrueを返す。
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切上げ（算術式， 算術式の値を指定した桁位置で，関数‘‘切上げ’'は切り上げた値を，関数 “四捨
桁位贋） 五入’'は四捨五入した値を，関数‘‘切捨て’'は切り捨てた値を返す。ここで，桁

四捨五入（算術 位置は小数第 1位の桁を 0とし，右方向を正として数えたときの位置とする。

式，桁位置） ［例1]切上げ(-314.159,2)は，ー314.16を返す。

切捨て（算術式，桁 ［例2]切上げ（314.159,-2)は， 400を返す。

位置） ［例3]切上げ（314.159,0)は， 315を返す。

式1,式2,…のそれぞれの値を文字列として扱い，それらを引数の順につない

結合（式l，式2，…)2)
でできる一つの文字列を返す。
［例］結合('北海道','九州 ',123,456)は，文字列‘‘北海道九州123456’'を返

す。

順位（算術式，セ セル範囲の中での算術式の値の順位を，順序の指定が0の場合は昇順で， 1の場

ル範囲’八順序の指 合は降順で数えて，その順位を返す。ここで，セル範囲の中に同じ値がある場合，

定） それらを同順とし，次の順位は同順の個数だけ加算した順位とする。

乱数（） 0以上 1未満の一様乱数 （実数値） を返す。

表引き（セル範囲， セル範囲の左上端から行と列をそれぞれ 1,2, …と数え，セル範囲に含まれ

行の位醤，列の位 る行の位置と列の位置で指定した場所にあるセルの値を返す。

置） ［例］表引き (A3~Hll,2,5)は，セルE4の値を返す。

セル範囲の左端列を上から下に走査し，検索の指定によって指定される条件を

満たすセルが現れる最初の行を探す。その行に対して，セル範囲の左端列から
列を 1,2, …と数え，セル範囲に含まれる列の位置で指定した列にあるセル

の値を返す。

垂直照合（式セル ・検索の指定が0の場合の条件：式の値と一致する値を検索する。

範囲，列の位置，検 ・検索の指定が 1の場合の条件：式の値以下の最大値を検索する。このとき，

索の指定） 左端列は上から順に昇順に整列されている必要がある。

［例］垂直照合(15,A2~El0,5,0)は，セル範囲の左端列をセルA2,A3,…, 

AlOと探す。このとき，セルA6で 15を最初に見つけたとすると，左端

列 Aから数えて 5列目の列 E中で，セルA6と同じ行にあるセル E6の

値を返す。

セル範囲の上端行を左から右に走査し，検索の指定によって指定される条件を

満たすセルが現れる最初の列を探す。その列に対して，セル範囲の上端行から
行を 1,2, …と数え，セル範囲に含まれる行の位置で指定した行にあるセル

の値を返す。

水平照合（式，セル ・検索の指定が 0の場合の条件：式の値と一致する値を検索する。

範囲，行の位置，検 ・検索の指定が 1の場合の条件：式の値以下の最大値を検索する。このとき，

索の指定） 上端行は左から順に昇順に整列されている必要がある。
［例］水平照合 (15,A2~G6,5,1)は，セル範囲の上端行をセルA2,B2,…, 

G2と探す。このとき， 15以下の最大値をセルD2で最初に見つけたとす

ると，上端行2から数えて 5行目の行6中で，セル D2と同じ列にある

セルD6の値を返す。

1行又は 1列を対象とする同じ大きさの検索のセル範囲と抽出のセル範囲に

対して，検索のセル範囲を左端又は上端から走査し，式の値と一致する最初の

照合検索（式，検 セルを探す。見つかったセルの検索のセル範囲の中での位置と，抽出のセル範

索のセル範囲，抽 囲の中での位置が同じセルの値を返す。

出のセル範囲） ［例］照合検索（15,Al~A8,C6~C13)は， セル範囲Al~A8をセルAl,
A2,…と探す。このときセルA5で 15を最初に見つけたとすると， セ

ル範囲 C6~C13の上端から数えて 5番目のセル ClOの値を返す。
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1行又は 1列を対象とするセル範囲に対して，セル範囲の左端又は上端から走

査し，検索の指定によって指定される条件を満たす最初のセルを探す。見つか
ったセルの位置を，セル範囲の左端又は上端から 1,2,…と数えた値とし，

その値を返す。

・検索の指定が 0の場合の条件：式の値と一致する値を検索する。
照合一致（式，セル ・検索の指定が 1の場合の条件 ：式の値以下の最大値を検索する。このとき，
範囲，検索の指定） セル範囲は左端又は上端から順に昇順に整列されている必要がある。

・検索の指定が一1の場合の条件：式の値以上の最小値を検索する。このとき，

セル範囲は左端又は上端から順に降順に整列されている必要がある。
［例］照合一致(15,B2~B12,-1)は，セル範囲 B2~B12をセルB2,B3, 

…と探す。このとき， 15以上の最小値をセ）IB9で最初に見つけたとする
と，セルB2から数えた値 8を返す。

行数及び列数が共に同じ検索のセル範囲と合計のセル範囲に対して，検索と合

計を行う。検索のセル範囲に含まれるセルのうち，検索条件の記述で指定され

る条件を満たすセルを全て探す。検索条件の記述を満たした各セルについての

左上端からの位置と，合計のセル範囲中で同じ位置にある各セルの値を合計し
て返す。

検索条件の記述は比較演算子と式の組で記述し，検索のセル範囲に含まれる各
条件付合計（検索 セルと式の値を指定した比較演算子によって評価する。
のセル範囲，検索 ［例1]条件付合計 (Al~B8,> El,C2~D9)は，検索のセル範囲である Al
条件の記述，合計の ~B8のうち，セルElの値より大きな値をもつ全てのセルを探す。この
セル範囲1)) とき，セル A2,B4, B7が見つかったとすると，合計のセル範囲である

C2~D9の左上端からの位置が同じであるセル C3,D5, D8の値を合計

して返す。

［例2]条件付合計 (Al~B8,=160,C2~D9)は，検索のセル範囲である Al
~B8のうち， 160と一致する値をもつ全てのセルを探す。このとき，セ

ルA2,B4, B7が見つかったとすると，合計のセル範囲である C2~D9
の左上端からの位置が同じであるセルC3,D5, D8の値を合計して返す。

注’)引数として渡したセル範囲の中で，数値以外の値は処理の対象としない。

2) 引数として渡すことができる式の個数は， 1以上である。

7. マクロ

(1) ワークシートとマクロ

ワークシートには複数のマクロを格納することができる。

マクロは一意のマクロ名を付けて宣言する。マクロの実行は，表計算ソフトのマクロの実行

機能を使って行う。

［例］ 0マクロ： Pro

例は， マクロ Proの宣言である。

(2) 変数とセル変数

変数の型には，数値型，文字列型及び論理型があり，変数は宜言することで使用できる。変

数名にセル番地を使用することはできない。

［例］〇数値型： row,col 

例は，数値型の変数 row,colの宣言である。

セルを変数として使用でき，これをセル変数という。セル変数は，宜言せずに使用できる。
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セル変数の表現方法には，絶対表現と相対表現とがある。

セル変数の絶対表現は，セル番地で表す。

セル変数の相対表現は，次の書式で表す。

｀｀叫宣直詈：王：：認孟霜悶認』ご覧：
［例1]相対(B5,2,3)は，セルE7を表す変数である。

［例2]相対(BS,-2, -1)は，セルA3を表す変数である。

(3) 配列

数値型，文字列型又は論理型の配列は宜言することで使用できる。添字を‘‘["及び‘‘]'’で

囲み，添字が複数ある場合はコンマで区切る。添字は 0から始まる。

なお，数値型及び文字列型の変数及び配列の要素には，空値を格納することができる。

［例］ 0文字列型：table[100,200] 

例は， 100 X 200個の文字列型の要素をもつ 2次元配列tableの宣言である。

(4) 宜言，注釈及び処理

宣言 注釈及び処理の記述は，‘‘共通に使用される擬似言語の記述形式’'に従う。

処理の記述中に式又は関数を使用する場合，その記述中に変数，セル変数又は配列の要素が

使用できる。

［例］〇数値型： row

I 口］：゚（，B□。：95, ) 1 ← 順位（相対(CS,cow, 0), GS~G9, 0) 

例は，セル C5,C6,…,C9の各値に対して， セル範囲 G5~G9の中での順位を調べ，

その順位をセルB5,B6, …,B9に順に代入する。
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6. 退室可能時間に途中で退室する場合には，手を挙げて監督員に合図し，答案用紙が

回収されてから静かに退室してください。

I 退室可能時間 | 13:40~ 15:20 | 
7. 問題に関する質問にはお答えできません。文意どおり解釈してください。

8. 問題冊子の余白などは，適宜利用して構いません。

9. Javaプログラムで使用する APIの説明，アセンブラ言語の仕様及び表計算ソフト

の機能 ・用語はこの冊子の末尾を参照してください。

10.試験時間中，机上に置けるものは，次のものに限ります。

なお，会場での貸出しは行っていません。

受験票，黒鉛筆及びシャープペンシル（B又はHB),鉛筆削り，消しゴム，定規，

時計（アラームなど時計以外の機能は使用不可），ハンカチ，ポケットティッシュ，目薬

これら以外は机上に置けません。使用もできません。

11. 試験終了後，この問題冊子は持ち帰ることができます。

12.答案用紙は，いかなる場合でも提出してください。回収時に提出しない場合は，採

点されません。

13.試験時間中にトイレヘ行きたくなったり，気分が悪くなったりした場合は， 手を挙

げて監督員に合図してください。

試験問題に記載されている会社名又は製品名は，それぞれ各社又は各組織の商標又は登録商標です。

なお，試験問題では，TM及びRを明記していません。
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